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余等 ガ何 故 二極 メテ微量 ノ特種 異種細菌 テ肺結

核治療 ノ目的 二磨 用 スル事 テ試 ミタルカ、其理

由蛇 ビニ實験的根縁 ハ如何 ト云 フニ、額 田及 ピ

其共 同研究者 ニ ヨリテ從來 ノ文献 二記載 ナキ次

ノ如 キ新 タナル事 實 テ見出 シタルニ因ル。 即 チ

(第一ノー般 二異種 細菌 ハ各種 ノ病原 二封 スル生

艦 ノ抵抗力 二影響 ラ與 フルモ ノニ シテ、特 種 ノ

異種細菌 ハ生膿 ノ抵抗力 テt曾張 セ シムル作 用 ア

ルコト、(第二)或 ル病原菌 二封 スル生農 ノ抵抗

力 テ=曾進セシムル作用 アル特種異種細菌 ノ微量

ハ、當該病原菌ニヨル登熱テ抑制又ハ下降 セシ

ムル作用アル事、(第三)結 核菌 ノ致死的傳染 二

封 スル生膣 ノ抵抗力テ増進 セシムル特種異種細

菌 ノ微量ハ、實験的血行性結核 ノ経過 二封 シテ

著 シク良好 ナル作用 ラ呈 スル事、之デアル。今

順序 トシテ先 ヅ其概要 ラ略述ス可 シ。

第一、生髄 ノ抵抗力二及ボス各種異種細菌 ノ影響

異種細菌 ノ非経口的慮用ハ從來一般二所謂非特

異性療法又ハ蛋白艦療法 ナル概念 ノ下二絡括 セ

ラル。 サレド練 ツテ考 フルニ、各種 ノ細菌ハ夫

夫固有ノ構造 テ有 シ其物理化學的性状 テ異 ニス

ルラ以 テ、、果シテ各種異種細菌 ノ非脛口的慮用

二際 シテ現ハル ・作用ハ、軍二蛋白質 二共通ナ

ル非特異性作用ノミニ蹄スベキモ ノナリヤ否ヤ

頗ル疑問ナリトセザルテ得ズ。而 シテ額田ωハ

今 ヨリ13年 前嘗 ツテ永績的後天性免疫 ノ際二
　

於ケル§豊内組織 ノ病原毒 二封 ろル抵抗力 ノ墜化

二關スル實験的研究 二從事 セシ當時、各種 ノ異

種細菌ハ恐 ラク各種病原 二封 スル生膿 ノ抵抗力
二影響 テ與 フルモノナラントノ想像 テ抱 クニ充

分 ナル根殊 ラ得、爾來共 同研究者(賀 古(2)〈3)、有

幅(4}、吉 井(5,、大 槻(6)、藤 井{7)、奥谷(8}(9)、龍(10))

ノ助 力 三 ヨリ生艦 ノ抵抗力 二及ボ ス各種異種細

菌 ノ影響 二就 テ 系統 的 二 實験的研究 テ遂行 セ

リ。今其成績 ラ縮括 ス レバ第1表 ノ如 シ。

抵抗 力検査 ノ實験 二際 シ、前腿置 一用 ヒタル異

種 細菌ハ スベテ死菌 ニ シテ、恰 モ通常 ノ免 疫 ノ

場 合 二於 ケルガ如 ク、数 日 ノ間隔 テ置 キテ3同

皮 下注射 シ、抵抗力検査 ノ方法 トシテハ多 クハ

最後 ノ注射後10日 目二病 原菌 テ注 入 シテ 致死

的傳染 ラ起 スカ又 ハ「トキ シン」ノ致死量 テ注射

シテ、注射後死 二至ル マデ ノ時間 テ観察 セ リ。

而 シテ各實験 二當 リテハ表 二記載 セル如 ク多数
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第1表 生膣 ノ抵抗力二及Ptス 各種異種細菌 ノ影響一覧表
1

抵 抗 力 ノ検 査 二用

ヒ タル 「トキ シ

＼ ソ」叉ハ病＼

原菌 ノ種
、

前鷲
ル薄

異繍 菌ノ繍 ＼

3
フ

言
「

ト

さ
ご/

}「

袈信
墜1ス
球1」

菌1菌

璽

蓼

塗
蓉

連
鎮
状
球

菓
生

墓

大

腸

菌

塗

墓

赤
痢
憲

磐

萸
生

墓

刃

;
1

}ヱー講

結

核

菌

塞
墓

淋 菌 十十十 十1 ± 一 ± 一 ± 十十十

連 鎮 状 球 菌 一 一 一

i+
一 一 一 ± 一

百 日 咳 菌 十十十 十 十5 ± ± 十 十十十 ±
一 一 一

赤 痢 菌 一}十 十 噛 し
一 一 十十 十

「コ レ ラ」 菌[旨 十十 十 ± ± 十十 一 一 一

'「
ペ ス ト」 菌1-1十 十十十 一 一 十 ± 十十 十十
一 一一

大 腸 菌 ±1± 十 十十十 十 十 一 一 一

1パ ラ チ フ ス,A菌 一}± 十十 ± 十 十 十十十 十

。「パ ラ チ フ ス 」B菌
一 一一一1±

i
十十 ± 十 ± 十

「チ フ ス 」 菌 一i一 一 一 十十 十十十 十十十 十十十

「イ ソ フル エ ソザ」菌 ±i-一 一 ± ± 一 十 ± 一

膓 脊 髄 膜 炎 菌 十 一 一 一一
一 十 十 一 一 ± 十

一`一

葡 萄 状 球 菌 ±1-一 一
一

・ 一■一昌
一 一 一 一 一 一

線 膿 菌 巨++
± 十 十十 一 十 一 一

肺 炎 墜 球 菌 ± 十十十 十 一 一 一 十十 ± 一 一 一

一

攣 形 菌 ± 十十 十十十 十十 一 一 一

バ ソ グ 氏 菌 十 十十

「カ セrイ ソ」 ± 一 ± ± 一

血 清 ± ±

●

實 験 動 物

「モ 刀/モッ

ト」80匹

家 兎
128頭

家兎
132頭

「モ ノレ!モッ

ト」590匹

家兎
148頭
家兎
122頭

「モ ノし!モ
ッ

ト」394匹

「モ ノレモ
ッ

ト」484匹

「モ ノレモ ッ

ト」
1333匹

家 兎

203頭

〔注意〕

ノ動物 ラ用 ヒ、以 テ個性 ノ差異 ニ ヨル誤 テ避 ケ

タ リ。尚實験動物 トシテハ「モルモ。ト」叉 ハ家兎

ラ用 ヒ、「マ ウス」ハ之 テ使 用 セザ リキ。 コレ「マ

ウス」ハ其禮 小 一 シテー定 セル成績 テ得難 ク、経

験上此種 ノ實験 ニハ不適 當 ナル テ以 テナ リ。

第1表 二於 テ見ル如 久 夫 々各種 ノ異種 細菌 テ

以 テ動物 テ塵 置 スル時 ハ、異種細 菌 ノ種類 ニ ヨ

リテ病原 二封 スル生禮 ノ抵抗 力 二動揺 テ來 ステ

知 ル。而 シテー定 ノ異種細 菌 テ以 テ庭 置 スル時

ハ生膿 ノ抵抗力 ハ著 シク檜 強 スル モ、 之 二反 シ

テ或 ル種 ノ異種細菌 ニテ塵 置 スル時ハ抵抗 力 ハ

却 ツテ減弱 シ、又或 ル種 ノ異種 細菌 ニテ塵 置 ス

十 十 十著 ン ク圭曾強 、 十 十 曾強 、 十 稽 く壇 強 、 一 一 一 著 シ 〃減 弱 、 一 一 減 弱 、 一 稽 く減 弱 、 ±大 差 ナ シ。

ル時ハ抵抗 力 二憂化 テ來 サズ。勿 論 同種菌 ニテ

モ菌株 ノ異 ナルニ從 ヒテ實験 成績 二多少 ノ攣動

テ來 ス事 アル ハ考 へ得 ラル ・事 一 シテ、殊 二肺

炎蟹i球菌又 ハ連鎖 歌球菌 ノ如 キハ経験 上菌株 ニ

ヨ リテカナ リ差 異 アル テ見 タ リ。 サ レド少 ナク

トモ當 時用 ヒタル菌株 ラ以 テ シテハ第1表 二示

スガ如 キ成績 テ得 タ リ。之 テ要 スル ー、一定 ノ病

原菌又ノ・「トキ シン」二封 スル生 膣 ノ抵 抗力増進
ら

ハ、或 ル特種 ノ異種 細菌 ニ テ塵 置 スル揚合 二
,ノ

ミ見 ラル ・モ ノー シテ、斯 ル抵抗 力檜進作用ハ

「カゼイ ン」又 ハ血 清 ノ如 キ蛋 白膿 二共 通 ナル作

用 二 非ザル 事明 カナ リ。 而 シテ 特種 異種細菌
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ニ ヨル抵抗力檜進 ノ期 間ハ、何 レノ場合 二於 テ

モ、最後 ノ注射後10日 乃至14日 頃 二最 モ著明

ニ シテ、5日 目頃 ニハ僅 カニ」曾進 ノ傾向 ヲ示 ス

カ或 ハ既二相 當著 明ナル檜進 テ示 シ、叉20日 後

二至 レバ抵抗 力ハ再 ビ減弱 スルモ、多 クハ全 ク

潰失 スル ニ至 ラズ。

省此等 ノ場合 二於 ケル抵抗力士曾進 ノ原因 二就 テ

ハ、少ナ ク トモ異種細菌塵置後 二於 ケル血液 中

二於 ケル凝集 償 ノ動揺 ト抵抗 力 ノ檜減 トハ決 シ

テZF行 セズ(龍(11))、且 病原菌 「ワクチ ン」注射 時

二於 ケル尿 中練窒素排出量 テ測 定比較 スル ニ、

抵抗 力檜進作用 アル異種細菌 ニテ庭 置 セル動物

ニア リテハ封照動物 二比 シ窒素排 出量勘 ナキ事

實(奥 谷(8〕(9)〉ヨ リ見 ルニ.異 種細菌 ニ ヨル抵抗

力 ノ動揺 ハ、血液 中 二於 ケル免疫 膿又 ハ抗艦 ノ

清長 二關 スルモ ノニ非 ズ シテ、恐 ラク組織 ノ細

胞其 モ ノ・攣質又 ハ攣調 二蹄 スベ キモ ノト認 メ

ザルテ得 ズ。換言 ス レバ、或 ル種 ノ異種細菌 テ

非経 口的 二癒用 スル時 ハ、膿組織 ノ細胞 ハ夫 ニ

ヨリテー定 ノ攣 質(或 ハ攣 調)テ 來 シ、其爲 子或

ル病原 二封 シテハ抵抗 力 ノ増強 テ示 スモ、他 ノ

病原 二封 スル抵抗力 ハ檜進 セザルカ或 ハ却 ツテ

減弱 スルモ ノト角皐セ ラル。

第二、細菌性護熱 二封スル微量 ノ各種異種細菌 ノ影響

凡 ソ細菌性登熱 ハ、現時 ノ見鯉 ニ ヨレバ、主 ト

シテ細菌毒素 ガ組織 ノ細胞 二働 キテ其分解 テ起

シ・其分解産物 ト毒素 トガ燈温調節 中櫃 テ刺戟

スル爲 二起 ルモ ノナル ガ故 二、今若 シ艦 細胞 ノ

抵抗 力 ラ増張 スル作 用 アルモ ノラ與 フル時ノ・、

細胞 ハ細菌毒素 ノ作用 二抵抗 シテ分解 テ起 シ難

ク且同時 二中櫃 ノ細胞其 モノ ・抵抗力 モ強 メ ラ

ル ・ トセバ、登熱 ハ抑制 又ハ下降 スベキ理 ニ シ

テ、之 ト反封 二膿細胞 ノ抵抗力 ラ減弱 セ シムル

作用 アル モ ノテ與 フル時 ハ、禮細胞 ハ細 菌毒素

ノ爲 二却 ツテ分解 セラ レ易 クナ リ
、從 ッテ畿熱

ハ却 ツテ助長 セラルベキ理 ナ リ
。

余等 ハ前記 ノ系統 的實駿 二於 テ、艦細胞 二作用

シ以 テ病原 二封 スル生禮 ノ抵抗力 テ増進 セ シム

ア

ル作用 アル異種細菌 ト、反封 二抵抗 力 ヲ減弱 セ

シムルモ ノ トアル事 テ知 リ得 タル テ以 テ
、此等

ノ異種細菌 ガ果 シテ細菌 性嚢熱 二封 シテ如何 ナ

ル影響 テ與 フル ヤテ検査 セ リ。

帥 チ前記 ノ實験 二於 テ當該病原 二封 スル抵 抗力

テ増進 スル作用 アリ ト認 メ タル異種 細菌 ノ微 量

ト、抵抗力 テ減弱 セ シムル異種細菌 ノ微 量 トラ

トリ、 「チフス」菌、大腸 菌、肺 炎墜球菌 、連鎖

状球菌(何 レモ死菌)ニ ヨル爽熱 二封 スル影響 テ

家兎 二就 テ検査 セ リ。然 ルニ何 レノ場 合ニモ抵

抗 力檜進作用 アル 異種 細菌(死 菌)ノ 微 量 ソ レ

自 ラバ襲熱 テ誘起 セザル程 ノ微 量)ハ 、當該病原

ニヨル襲熱 テ下降又 ハ抑制 スル作 用 アル事 テ確

認 シ得 タ リ(有幅02)、大 槻(13)(14Xl5))。即 チ

「チフー ヨー 繍 勢轡 鱗ll
球菌

大一 一 …麟 摯轡 ノ朧
薯

肺炎一 ヨー{繍;購 羅鵜

…一 一 シ{灘駿i鵜
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以上 ノ場合 二於 テ襲熱抑制叉ハ解熱作用 アルモ

ノハ第1表 ノ抵抗力檜準作用 アル異種細菌ニー

致 シ、助長作用 アルモノハ抵抗力減弱作用 アル

モ ノニー致 ス。而 シテ此等 ノ病原菌「ワクチン」

注射時 二於 ケル尿 中線窒素排出量 テ測定比較 ス

ルニ、嚢熱抑制又ハ解熱作用 アル異種細菌 ノ微

量 テ用 ヒタル場合 ニハ、他 ノ場合 二比 シテ尿中

窒素排出量 ノ僅少ナル事 テ読明 シ得 タリ。此事

實 ハ特種異種細菌 ノ微量ニヨル登熱抑制又ハ解

熱作用ハ、禮細胞其モノニ作用 シテ病原 二封 ス

ル抵抗 力 テ増 彊 セ シムル結 果 ナ リ トノ見解 ニー

致 ス。

同檬 ノ關係 ハ以上 ノ外、赤痢(志 賀)菌 又 ハ「パ ラ

チフス」B菌 ニ ヨル嚢熱 二封 シテモ 謹明 シ得 タ

リ(奥 谷(16×17))。爾 吉井(18×1gX20)ハ「インフルエ ンザ」

菌 、百 日咳菌及 ピ淋菌 ニ ヨル登熱 二封 スル極 メ

テ微 量 ノ各種異種 細菌 ノ影 響 テ検 シタル ニ、次

'ノ 如 キ成績 テ得 タ リ。 但 シ淋菌 ニ ヨル登熱 二就

テハ未登表 ニ ツキ省略 ス。

r・y77v=yt)`'Jes=一ヨー 州 欝 膿 撫 藝1

1抑制作用アノVモノ脇 齋 」菌百日咳菌ニヨノ囎 二料
助長作用アノレモノ騰 購

スベ テ上記 ノ實験 ニ アリテハ、何 レモ死菌 ニ ヨ ル登熱 二封 スル影響 テ検査 セルモ ノナ リ。

第三、實験的血行性結核ノ繧過二及ボス微量ノ特種異種細菌ノ影響

前述 セル ガ如 ク、余等 ハ既 ニー一定 ノ病原 二封 ス

ル生盟 ノ抵抗力 テ檜進 セ シムル作用 アル異種細

菌 ノ微 量ハ、當該病原 ニヨル登熱 テ下降又 ハ抑

制 スル作 用 アル事 テ知 リタル テ以 テ、更 二進 ン

デ結核菌 ノ致死 的傳染 二封 スル生燈 ノ抵抗 力 テ

檜進 スル作用 アル異種 細菌 ノ微 量 ハ、結核 菌 ニ

ヨル登熱 二封 シテ果 シテ如何 ナル影響 テ與 フル

ヤテ知 ラン トシ、術其際罷温 ノ ミニ止 マ ラズ、

其他 ノー般 的経過 二封 シテモ如 何 ナル影響 テ及

ボ スヤテ観察 セ ン トシテ本實験 二着手 セ リ。

本實験 ハ昭和6年12月 ヨ リ同10年8月 マデ ノ

間 二行 ヒ、實験 動物 トシテハ主 トシテ家兎 テ使

用 シ、一部 ハ「モルモ,ト 」二就 テモ 之 テ 行 ヘ リ

(龍(211(ee))。而 シテ家 兎 二就 テノ實験 ハ前後7同 、

「モルモー・Jト」二就 テ ノ實験 ハ3同 之 テ 反復 シテ

實験 成緒 二誤 謬 ナカ ラン事 テ期 セ リ。

家 兎 二就 テ ノ各實験列 ニ アリテハ、豫 メ毒力著

シク張 キ人型結 核菌(生 菌)ノ 大量(罷 重1Kgニ

ツ キ多 ク・・5-7mg,時 ト シテハ10mg)テ 静 脈

内 二注射 ス。然 ル時 ハ長期間 ノ観察 二適當 ナル

慢 匪血行性結核 テ各家 兎 二略 丸李等 二惹起 セシ

メ得 べ 久 其 際病憂 ハ肺 二於 テ最 モ顯著 ナ リ。

次 デ「ア レル ギー」ノ登 生 一 充分 ナル 期間 テ待

チ、 帥 チ6週 乃至2ケ 月後 二至 リテ生 キ残 リタ

ル動 物 テ2--3-一 一4群 二分 チ、其 中 ノ1群 テバ特

種 異種細菌 ノ微量 テ以 テ虜 置 シ、他 ノ1群 ハ封

照動物 トシテ其儘 トナ シ、筒或 ル實験 列ニ アリ

テハ他 ノ1群 テ他 ノ異種細菌 テ 以 テ 鬼 置 シツ
　

ツ、其経過 テ4乃 至9ケ 月二亙 リテ比較観察セ

リ。而 シテ観察期間中ハ毎 日3同 膿温 テ測定 シ、

且毎週1同 罷重 テ、1ケ 月一1同 赤血球沈降速

度テ測定セ リ。

特種異種細菌 トシテハ「チフス」菌加淋菌(T・G・)

テ使用 セリ。 コレ結核菌 ノ血行性致死的傳染二

封 スル生禮 ノ抵抗力検査 二際 シ、 「チフス」菌加

淋 菌ガ抵抗力檜強作用最モ強キ事 テ知 リ得タル

ガ故ナ リ(龍⑩)。而 シテ本實験 ニァリテハ、抵抗

力検査 ノ實験 二際 シテ結核菌二封 スル生禮 ノ抵

抗力 テ増強セシムル作用 アル事 テ確 メタル菌株

テ使用 シタル事勿論ナリ。而 シテ0.5%石 炭酸
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加 生 理的食盤水1ccm中 「チ フス」菌Vt2mg淋

菌1/4mgラ 混 合 シタルモ ノテ原液 トナ シ・ 之

テ適宜 二稀繹 シテ使用 セ リ。用量 ハ膿温 曲線、

膿重 ノ檜減及 ビ其他 ノー般状態 テ考慮 シツ ・常

二反慮(主 トシテ登熱)ヲ 起 サ ・"ル程 ノ微 量 柳

チ刺戟 セザル量)テ 用 ヒル事 テ 原則 トセ リ。而

シテ實際上 二於 テハ ー同量原液0・0000001-

0・0001ccm二 相 當 スル量 テ毎週一同皮 下注射

セ リ。

今得 タル成績 ノ大要 テ述 プ レバ次 ノ如 シ。禮 温

ハ最初 ハ何 レノ家 兎ニ アリテモ略 ≧同様 ナル微

熱 テ示 セ ドモ、特種異種細菌 ノ微 量ニ テ塵置 セ

ル群 ニ アリテハ、禮温 ハ例外 ナク漸次 二下降 シ

テ早晩(多 クハ12-20同 注射後頃 ヨリ)正常 ト

ナリ、加之特有ナル所見 トシテ1日 中二於 ケル

膿温 ノ動揺著 シク減少 ス。膣重ハ封照動物 二比

シ漸次 二檜加 シ、赤血球沈降速度 モ亦漸次 二再

ピ緩徐 トナルカ叉ハ封照動物 ノ夫 ヨリモー搬 二

緩徐 トナル。筒封照動物ハ死 スルモ、治療群ハ

大多激死 セズシテ疾病 ヨリ恢復 ス。

本實験 ノ詳細ナル記録ハ、各實験列 ノ盟温曲線

ト共二既 二東京馨學會雑誌∫龍⑳)二 報告 シタ

ルテ以テ、弦 ニハ之 テ省略 スレドモ、今参考

ノ爲ニー實験列 ノ成績 テ表示ス レバ第2表 ノ如

シo

第2表 第三實験列成績一覧

(結核菌注射:昭 和7年12月18日;治 療期間:昭 和8年2月24日 一 同9月7日)

!

家兎番號!艦 温

1

髄 重(9)
赤 血 球沈 降速 度
一時間値(mm)

備 考
治
(2勤)前1治(搬 後

治
(編 前1治(2轟奔

109

Tセ_

Gン110

1漸次 下降 、16--17

1同目ノ注射頃ヨリ
正常 トナリー日中
ノ動樒著ヅク減少
ス

2010 2770 7.5 2.0 生存

,, 1650 2660 5.0 4.0 ,,

二結

テ核

治家
療兎

112
-

114-
1些
,

117

,, 187σ 2480 11.0 3.5 ,,

・, 1600 2300 14.5 4.0 ,,

,, 2300 2600 9.0 7・0{・ ・

,, 1790 2400 12.5 7.ol,,

鼻結
畷
療兎

119
-

123一

墜
125

127
-,

128

下 降 セ ズ 1880 2120 4.0 32.0 生存
,, 1531) 2030(181V) 9.5 27.0(2511V) 死亡(181V)
,, 1520 2050(111V) 12.0 41.0(2511V) 一(171V)

,P

一
1700

一
1770(3佃) 8.0 41.0(271V∬) "(71V皿)

,, 1800 1650(111V) 7.0 25.0(2511V) "(161V)
,, 1780 2400 5.0 24.0 生存

正家1129

常兎 蛭30

1720 3110

2940

1.0 1.0一,
1770 1.5 1.0

實験成績 二關 シテ特 二注意 スベキ事 ハ、燈温 ハ

毎 同 ノ注射後 二於 テハ殆 ン ド認 ムベキ影響 テ示

サザ レドモ、特種異種細菌 ノ微 量(反 慮 テ誘起 セ

ザル程 ノ微 量)テ 幾同 力反復注射 スル中 二、漸次

二下降 シ來 リ、且或 ルー一定 ノ時期 二至 レバー 日

中 二於 ケル動揺 ノ著 シク減少 スル テ見 タ リ。而

シテ斯ル時期 二至 レバ艦重ハ盆々増加 ノ傾向テ

示 シ・赤血球沈降速度ハ漸次緩徐 トナ リ、一般

状態 ノ著 シク良好 二向フテ見タリ。

後二記載スル臨躰例 二於 ケル髄温曲線 トノ比較

二便センガ爲 一、次 二T.G .ニ テ治療セシ結核

家兎ノ艦温曲線 テー二例示 スベシ。
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昭和9年 結核家兎No.208髄 温表(a)

昭和9年 結核家兎No.212艦 温表(a)

「モ ルモ.ト 」ノ血 行性結核 ニア リテモ、治療群 ハ

…般 二封 照群 一 於 ケル ヨリモ 長時 日間 生存 セ

リ。 サ レ ド其経過急性 ニ シテ其差家 兎二於 ケル

程 二著 明 ナ ラズ。

第四、臨淋 的経験

額田ハ既二大正15年 ニー部 ノ動物試験 ニヨリ

特種異種細菌 ガ結核菌二封スル生禮 ノ抵抗力テ

檜進 スル作用 アル事 テ認 メタルニヨリ、爾來動

物試験 テ綴綾スル傍 ラ、一面 二於テハ昭和2年

以來引キ績 キ微量 ノ特種異種細菌(T.G.)テ 臨休

上肺結核患者二試 ミツ・アリ。而 シテ其成績 ハ

昭和4年 及 ピ昭和5年th雑 誌臨休醤學二報告 セ

シ事 アリ。 爾成績 ノ正確ナラン事 テ期 スル 爲

二、既二當時 ヨリ名大勝沼教授 二批判テ依頼 シ、

同教室二於 ケル成績 ノ第一同報告 ハ結核第9巻

第5號(昭 和6年)二 公表 セラレタリ(安藤、森)。

サレド當時二於テハ治療期間短 久 從 ツテ注射

回藪僅少ニ シテ且注射量モ比較的大ナ リキ。 コ

レ各注射毎 二多少 トモ何等 カノ影響 アル事 テ

待 セシガ故ナリ。

然ルニ昭和7年 二至 リ、前記實験的血行性結核

ノ経過二及ボス微量 ノ特種異種細菌 ノ影響 二就

テノ動物試験 テ経験スルニ及 ピ、爾來臨躰上二

於 ケル使 用 ノ方針 テ全 クー憂 スルニ至 レリ。即

チ該 動物試験 二當 リテハ、毎同 ノ注射 ニヨリテ

ハ殆 ンド何等 ノ影響 テモ認 メザ リシガ、何等 ノ

反慮 テモ誘起 セザル程 ノ極 メテ微量 テ長期間 二

亙 リテ反復注射 スル時 ハ、或 ルー一定 ノ時期 二至

レバ、封 照動物 ハ死 スルニ反 シ、治療動物 ニア

リテハ殆 ン ド例外 ナ ク其経過 ハ著 シク良好 二向

ヒ、途 二疾 病 ヨリ恢復 スル事 テ経験 セ リ。夫故

二臨躰 上 二於 テモ亦
、反慮 テ起 サ ・"ル程 ノ極 メ

テ微 量 テ長期 間 二 亙 リテ 使用 スル ノ方針 ヲ ト

リ、毎 同 ノ注 射 二封 シテハ何等 ノ認 ムベキ影響

テ期待 セザル事 トナ セ リ。次 二余 等 ガ最近特種

.異 種細菌 テ使用 スルニ際 シテ特 二注意 セル事項

ノ大要 テ述 ブベ シ。 亀

特 種異種細菌 ハ 動物試験 ノ際 二 用 ヒタル ト同

一 ノモ ノテ用 ヒ居 レリ
。 而 シテ 其用量 ハ 原液

0・0000001二 相 當 スル量 ヨリ最大0.Oo「-O.1二

相 當 スル量 テ使用 シ居 レリ。(以下注射量 トシテ
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昭和10年 結核家兎N・.208ee温 表(b)

昭和10年 結 核家兎No.212盟 温表(b)淘

記 載 セルハスベ テ原液 二相 當 スル量 ナ リ)。而 シ.

テ便宜 上10倍 、100倍 、1000倍 、10000倍 、

100000倍 、1000000倍 ノ6種 ノ稀繹液 テ作製 シ

置 キテ使用 二便 セ リ。

今實際 上各揚合 二於 テ如何 ナル量 テ使 用 セル ヤ

ト云 フニ、用量 ハ常 二反慮(圭 トシテ登熱、及 ピ

水泡音 ノ壇加)ノ 起 ラザル範 園 一止 ムルテ 原則

トス。サ レ ド周 知 ノ如 ク肺結核 ノ際 二於 ケル 「ア

妙レルギー」、殊 二過敏性 ノ程度 ハ、各患者拉 ビニ
'

其 時 々ノ状態 ニ ヨリテ著 シキ差異 アルテ以 テ、

用量 ハ著 シク個人化 スルテ要 ス。從 ツテ診察 二

當 リテハ必 ズ「レぞ トゲ ン」爲 眞 テ撮影 シテ・病

竈 ノ鑛 ガ リ拉 ビニ其病型、例 ヘ バ小結節型 力叉

ハ結節型 力r夫 ハ圭 トシテ滲 出性 力叉 ハ増殖

性 力 播種型(粟 粒 結核)カ 、氣管枝肺 炎性又

ハ肺炎性浸潤 力、硬化型(繊 維型)カ 、所 謂早期

浸潤 力、原畿籏 力、室洞 ノ有無等 テ観察 シ、膿

温曲線 テ参考 トシツ ・愼重 二如何 ナル量 テ注射

スペキヤラ考慮 ス。

然 レ ドモ斯 クテモ尚實際上 二於 テハ過敏性 ノ程

度 テ正確 二豫知 シ得 ザ ルヲ以 テ、通常 ハ初 同 二

〇.000001-0.0000001ヲ 試 ム。但 シ夫程過敏 ナ ラ

ズ ト思ハル ・場合 二・・夫 ヨリモ 大量(0・00001

叉 ハ夫以 上)ヨ リ始 ムル事 ア リ。之 二反 シ高熱 ア

リテ非常 二過敏 ナル恐 アル場合 ニハー定 時 日イ

間経過 テ観察 シ、病勢 ノ梢 胤落付 キタル頃 乏見

計 ヒテ0.0000001テ 試 ム。而 シテ若 シ此量 ニテ

モ反慮 アル時ハ本注射 二適 セズ トシテ、 少 ク ト

モ暫時注射 ラ見合 ハ ス事 トナセ リ。叉小見 一ア

リテモ0.0000001ヨ リ注射 ス。 大禮 ヨ リ云 フ時

ハ、急性 ノ高熱 アル患者 ハ多 クハ著 シク過敏 ナ

ル テ以 テ本注射 二適 セズ、之 二反 シ慢 性 ニ シテ

停 止性 ノ傾 向大 ナル程本注射 ノ適磨症 ナ リ ト云

フテ得 ベ シ。

注射ハスベ テ皮下注射 トシ、間歌 ハ通常1週 間 ト

ス。注射後 ハ常 二其後1週 間 ノ熱型 二注 意 シ、登

熱 ノ傾 向ナキ時又 ハ多少 トモ下降 スル傾 向 テ示

ス時 ハ次 回モ亦同量 テ注 射 ス。斯 ク シテニ三同

(乃至 四五同)反 復 同量 テ注射 スルモ膿温 上昇 ノ

傾 向ナキカ又ハ順 調 ナル経過 テ示 ス時へ 初 メテ

約倍量 二」曾加 ス。斯 ク シテ例 ヘバ0.0000001→

0.0000002→0.0000003→0.0000005→0.000001

→ ・・・… ノ如 ク1頂次 二 」曾加 シテ逡 二〇.05-0.1

二達 シ得。之 二反 シデ若 シ注射後蛋 熱(又 ハ水 泡
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音増加)ノ 傾向 アル時ハ次回 ノ注射量 ヲ'著シク

(例ヘバ7/1。。一/、。。。又ハ夫以下二)減少ス。但 シ

真際婦人ニアリテハ月経期前登熟 テ考慮スル事

ハ勿論ナ リ。倫寒冒時ニハ過敏 ナルテ以テ注射

テ避 ク。自量的二寒冒感 テ訴ヘザル場合ニモ、咽

頭部二充血 テ認 ムル時ハ注射 テ見合ハスカ又ハ

減量スル事 トセリ。又大喀血時二八病竈反鷹 テ

考慮 シテ注射 テ行ハズ。此他本注射 ノ施行中ハ

解熱剤 テ與ヘズ。 コレ解熱剤テ與 フル時八反慮

ノ有無 テ知 り得ズ、從 ツテ適當ナル用量 テ決定

シ得ザルが故ナリ.筒 本注射 ノ施行中ハ已ムテ

得ザル場合 ノ外、他 ノ注射薬 ノ注射 テ行ハザル

事 トセリ.,

注射八戒 ルベク長 キ期間(年 年乃至1年 以上3

年位)二 五 リテ行 フ方針 テトリ、最近 ハ便宜上

30同 注射 テ以テ1「 クール」トナ シ居 レリ。解熱

後モ引 キ績 キ注射 テ行 フ事ハ勿論 ナリ。

余等ハ弦二最近二於ケル臨躰例 テ報告スルニ當

第五、臨淋例

A.外 来 患 者

既 往 症 及 主 訴 所 見 治療期間及生活状態

第1例

女、9歳 、畢生

4ケ 月前 ヨ リ微 熱(最

高37.。OC)及 咳漱 ア リ

髄格、榮養共二不良ナル中等大 ノ少女、右腕
下部 二前後南面 ヨリ多藪 ノ水泡音 ヲ賠 ク
上所見:南 側肺尖部(殊 二右側)二 稚 く著明ナ
ル小斑貼 ヨリ成 レル影像ア リ、爾右肺 ノ中部
ヨリ下部 二:亙りテ多籔 ノ不規則ナル弱キ斑鮎

存在シ、左側肺門部附近ニモ数多ノ斑鮎 ヲ認
ム

昭 和9年10月16日 一
"10年10月21日

1ヶ 年 間

通 學 ヲ 中止 ジ、 家 庭 ニ
テ普 通 二起 居 セ シム

第2例

男、24歳 、
研究室助手

約4ケ 月 前 ヨ リ微 熱 、

(37.。1.2C)及 盗 汗 ア リ

近 來i欠第 二痩 削 ス ト云
フ、 常 二 胃腸 障 碍 ヲ訴

フ

髄格薄弱ナル痩削 セル大ナル男子、胃下垂 ア
リ
ーと所見:雨 肺 ノ各所殊二布肺 ノ中部 ヨリ下部

虹 ピニ左肺 ノ上部 二小斑鮎散在 シ、且右側肺尖部
ニモ大斑貼状雲騎 ヲ認 ム

昭 和11年9月30日 一
,,12年3月30日

(治 療 中〉

約2ケ 月 ノ間 ノ・勤 務 ヲ

中止 シ、 家 ニ テ普 通 ノ
生 活 ヲナ サ シ メ、12月

頃 ヨ リ實 験 室 二勤 務 ス

第3例

女、18歳、事務員

3ケ 月程 前 二右 側 肋 脳

炎 二罹 リ、 夫 レ以 来微

i熱(36.9-37.。OC)ア リ

髄格、榮養中等ナル中等大 ノ女子
エ所見:右 側肺尖部ヨリ鎖骨下二五 リテ贋汎
性 二潤濁 アリ、両側肺 ノ各所二弱キ小斑i鮎散
在ス

昭和11年4月28日 一
・・11月17日

約7ケ 月'

勤 務 練 行

第:4例

男 、20歳 、事 務 員

近 來 最 高37.。1Cノ 微

熱 ア リ

鱒格、榮養共二中等度 ノ中等大 ノ男子、右肺
前面中央 ヨリ下部 二水泡音 ヲ聴取ス
エ所見:右 肺 ノ全領域殊二中央部 ヨリ下方二
五 リ、多数 ノ不規則ナル大小 ノ弱キ斑鮎稠密
二存在 シ、且左肺 ノ上領域ニモ多轍 ノ弱キ癒

合性斑黙 アリ、右側肺尖部ニモ雲騎 ヲ認 ム

昭 和11年2月22日 一
"10月24日

8ケ 月 間

勤 務 ヲ織 綾 シ ッ ・治療
ス

第5例

女、48歳 、
會就員妻

2週 間 前 ヨ リ最:高37.。5

Cノ 微 熱 ア リ、 胃腸 障

碍 ヲ魔 工、 且 咳 漱 ア リ

髄格榮養共 二不良ナル小ナル女子、南側肺尖
部及右側前上部二水泡音 ヲ聴取ス
上所 見:右 側肺尖部ヨリ鎖骨下二:亙りテ弱キ
廣汎性雲腸 ヲ認 メ、右肺 ノ其他 ノ領域 ニノ・多
激 ノ弱キ小斑鮎散在ス、左肺上部 ニモ弱キ数
多ノ小斑鮎存在 シ、:左肺尖部モ弱キ雲馨ニテ
充タサル

昭和11年11月28日 一

"12年3月30日

(治療 中)

第6例

男 、23歳 、 商 人

数 ケ 男 前 ヨ リ時 々胸 痛

ヲ訴 へ 、近 來痩 削 セ リ

ト云 フ、微 熱最 高36.。9
-37 .。OC.時 二37.。3-

37.。8C二 上昇 ス ル 事.

ア リ、 母 ハ肺 結 核

髄格中等度 ノ痩 七夕ル中等大 ノ男子

一Z所見:雨 肺 ノ上部ニノ・弱キ小斑鮎散在 シ、肺
門部 二向ヘル数多 ノ線索二連絡ス雨肺 ノ下部
二・・弱キ多数 ノ小斑貼アリ、樹披大 セノ玩右

側肺門部附近蚊ビニ左側肺門部ニノ・二三 ノ絹
天ナル強キ斑鮎 ヲ認 ム、軽度 ノ右側横隔膜癒
著

昭和11年12月7日 一
"12年3月30日

(治療中)・

過度 ノ動勢ヲ瀧ケツ ・普
通二商費ヲ織綾ス
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リ、 軍 二病歴 ト禮温表 トテ記載 スル ニ止 メ、統

計的観察 ラ掲 ゲザル事 トセリ。 コ レ肺結核 ノ病

型 ハ極 メテ多檬 ナル テ以 テ、患者 ノ種 類及 ピ其

選揮如何 ニ ヨ`リテ統計上 ノ成績 ハ如何様 ニモ影

響 セ ラル ・テ以 テナ リ。

余 等ハ弦 二本注射 ノ臨躰 的債値 二就 テー一般的結

論 テ下 サ ントスルモ ノニハ非ズ。 サ レド昭和7

年 以來昭和12年3月 末 マ デ ニ 比較 的長期 間二

亙 リテ本注射 テ試 ミタル283例 二就 テ ノ経験 二

ヨレバ、各場合二夫々適合 セル量 ノ注射 テ長期

間二亙 リテ績行 スル時ハ・一定 ノ時期二至 レバ

殆 ンド例外 ナク盟温ハ正常二復 スル ノミナラズ・

殊二特有ナル興味 アル所見 トシテ暴 グベキハ、

_・日中二於ケル禮温 ノ動揺 ガ著 シク減少 シ、其

艘温曲線ハ恰モ特種異種細菌 ニテ治療 セシ血行

性結核家兎 ノ盟温曲線二著 シク類似 スル事 ナリ

ぐ膿温表参照)。斯ル時期 二至 レバ其他 ノ症歌及

ピー般状態モ亦著 シク良好 二向フテ見タリ。

注 射 量 及 同 鍛

経 過

盟 温
髄重及赤血球沈降遽度

(謙 舞轟 釜需)
症 状 其 他

同

0.0000005(2)0.000001(11)0.000002(10)

0.000001(2)0,000002(2)0.000003(2)

0.000005(2)0.00CO1(2)0.00002(4.)

0.000001(1)

計38同

治療 開 始後 約2ケ 月頃
ヨ リ最 高36.。7Cヨ リ

上 昇 ス ル 事 ナク、 弛張

少 キ髄 温 ヲ示 シ、 其 後
ノ・再 ビ螢 熱 セ ズ

21Kg(9.10.6)
24.2eOKg(10.3.16)
25.200Kg(10.10.21)

水泡音減少 シ、次デ浩失
シタルモ、風邪 ノ後
二・・時 々出現ス

0.000001(2)0.000002(2)0.000003(2)

0.000005(1)0.00001(2)0.00002(2)

0.00005(2)0.0001(2)0.0002(3)

0.0005(3)0.001(2)0.002(2)

計25同(12.3.29)

治 療 開 始 後 次 第 二下 降
ジ、 夕方36.4-36.。6C

位 ノ髄 温 ヲ示 ジ、 引 キ績
キ上 昇 スル 事 ナ シ

44.200K9(11.10.9)
47.500Kg(12.2.26)

元氣著ジク核復 シ、從
來風邪二罹 リ易 カリシ
モ、此冬バー同モ寒冒
二罹ラズト云フ

i

}

S.R.2mm(12.3.29)

0.000001(2)0.000002(2)0.000003(2)

0.000005(2)0。00001(1)0.00002(2)

0.00003(2)0.00005(2)0.0001(2)

0.0002(2)0.0003(2)0.0005(2)

0.001(2)0.002(2)0.003(2)

計29同

次 第 二下 降 シ、1ケ 月

後 頃 ヨ リ最 高36.4-
36.。6Cト ナ リ、引 キ績

キ1日 中 二於 ケル 髄 温

ノ動 樒 著 シク少 ジ

42.300Kg(11.5.9)
40.400Kg(11.11.17)
S.R.19mm(12.3.23)

上 所 見:右 側 肺 尖 部 ノ

潤 濁 ・・斑 黒爵状 トナ リ、

他 ノ領 域 ノ斑 鮎 ・・限 局1
シテ線 索 状 トナ レ リ

0.000001(2)0.000002(2)0.000003(2)

0.000004(1)0.000005(2)0.00001(2)

0.00002(2)0.00003(2)0.00005(2)

0.0001(2)0.0002(1)0.0003(1)

0.0005(2)0.001(2)0.002(1)

計26同

治 療 開始 後 約1ケ 月頃
ヨ リ最 高36.。8C以 上

二昇 ル事 ナ ク、3ヶ 月

頃 ヨ リ最 高36.4乃 至36
.。5Cノ 弛 張少 キ 膿

温 ヲ示 シ、其 後 ハ 引 キ

績 キ登 熱 ス ル事 ナ シ

55.600Kg(11.2.22)
56.700Kg(11.10.24)

水泡音ノ・治療開始後時時之
ヲ賠取ジタルモ、

約4ケ 月頃ヨリ之 ヲ賠
取セズ

ーと所見:斑 鮎限局 シテ
著明 トナル

0.000001(3)0.000002(1)0.000003(2)

0.000005(1)0.00001(1)0.00002(1)

0.00003(1)0.00004(1)0.00005(2)

0.0001(2)0.0002(2)

計17同(12.3.30)

治療開始後約2ケ 月頃
ヨリ36。。8C以 上 二上

ル事ナク、弛張少キ髄

温 ヲ示セリ

39・800Kg(11.11.28)

41.500Kg(12.2.23)
約2ケ 月後頃 ヨリ水泡
音 ヲ聴取セズ

0.00001(2)0.00002(2)0.00005(1)

0.000001(1)0.00001(2)0.00002(1)

0.00001(1)0、00002(2)0.00003(1)

0.00005(2)0.0001(1)

計16回(12.3.31)

次 第 二 下降 ジ、 治療 開

始 後 約2ケ 月 頃 ヨ リ最

高36.。7-36.。6Cト ナ

リ、1日 中 二於 ケ ル 髄

温 ノ動 揺 著 ジク減 少 セ

リ

49・300Kg(11.12.9)

50・400Kg(12.3.1)

o

胸痛浩失ス
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第7側

女 、16歳 、 畢 生

2ケ 月 以 來 最 高37.。5C

乃 至37.。OCノ 微 熱 ア
リ

骸格中等、榮養可良ナル小ナル女子、南側肺
ノ後上部及 中央部 二水泡音 ヲ聴取ス、尿二蛋

白(十)
上所見:右 肺尖部 ヨリ中央部 二五 リ拉 ビニ左
腕 ノ全領域二多藪 ノ弱キ小斑鮎 ノ播布 セル ラ

昭和11年10
"12年3

通學縫績

認 ム

Il

l;1

第8例1近 総 意
、食慾不振 鋤 格、榮養共一不良ナ跡 ナ倣 子、右側肺ll召和6年 ・・1訴

へ 、器 温 ・・時 々37.。0上 部 及 ビ時 々左 側 肺 尖 部 二水 泡 音 ヲ聴 取 ス1"10年7
・C乃 至37・ 。5C二 上 昇 ヒ:所見:雨 側肺 ノ殆 ソ ド全 領 域 二五 リテ4}斑i

女 噛 學詑 群 鶴 其中ノ或ルモノー㈱ 像ヲバ

1

,

通學織綾

第9例
i
i激 シク、膿 温 潮35..8
C夕 方36.9-37.。OC

近來痩削 シ、咳漱、喀疾ll髄格、榮養共二中等度ナル大ナル女子、両側
肺尖部及左側鎖骨下部二水泡音 ヲ聴 ク
上所見:右 腕 ノ全領域二五 リ多数 ノ稚 く著明

昭 和8年12
,,10年5

女 、39歳 、商 人 妻
ノ不規則ナル熱型 ヲ示
ス

ナル不規則 ノ癒合性斑鮎 ヲ認メ、且左肺 ノ上

部 ニモ弱キ斑鮎調密 ジテ存在ス

家庭内ニテ
ス

■

一 一}一 一 一 　一一 一

第10例

女 、17歳 、 學 生

朝 激 シキ 咳 漱 ア リ、 髄

温 ノ・37.0-37.。2Cノ

不 規 則 ナル 微 熱 ヲ示 ス

留格中等、榮養可良ナル中等大 ノ女子、右側
肺前面 ノ全部蛇ビニ後面上部 ヨリ中央迄二有

響性水泡音 ヲ聴 ク、
一と所見:両 側肺尖部及右肺上部 二多数 ノ弱キ
小斑黙 ヲ認 ム

昭和7年6
,,8年9

約
通學緩緩

一 簡 一-辱一一

髄格 中等、稚 く痩 七夕ル中等大 ノ男子、左側
第11例

男 、26歳 、製 本 業

近 頃 盗 汗 及 微 熱(最 高
37.0-37.り2C)ア リ、多

少 ノ喀 疾 ヲ出 ス

肺尖部二時 々僅少 ノ水泡音 ヲ聴ク
上所見:右 側鎖骨下部 ノ稚 く側方二審 リタル
所 二弱キ楕圓形影像 ヲ認メ、且両側肺上部 ヨ
リ多藪 ノ線索出デ ・肺門部 二人ル、右側横隔

昭和7年4
,,9年8

約

音通二仕事
1膜 二著 明 ナ ル'癒;著ア リ

饅格榮養共ニネ良ナル大ナル女子、左肺全部

第12例

女、36歳 、
會社員妻

近 來 倦 怠 ヲ魔 工 、夕 方
38.0-38.。4Cノ 登 熟

ア リ

ニカナリ多数 ノ水泡音 ヲ聴取ス

」ヒ所見:右 側 二於テ・・肺尖部 ヨリ中部二五 リ
テ著明ナル不規則ノ廣汎性影像ニテ充タサ レ

殊二鎖骨下ノ側方二於テi著シ、左肺二於 テハ
殆 ソド全領域 二:亙り稚 くi著明ナル不規則 ノ小
斑黒蜜在 シ、殊 二肺尖部ヨリ鎖骨下二五 リテ

陵汎性 二瀾濁 ヲ呈セリ

昭 和11年3
"12年3

家 庭 二於 テ

第13例

女、43歳 、
黄葉家妻

亭 素 風 邪 ヲ引 キ易 ク 、
37.1-37.。3Cノ 微 熱

ア リ

賂格可良、榮養中等度ナル大ナル女子、左肺
尖部及左側後下部 二水泡音 ヲ隠 ク
上所見:右 側肺尖部 ヨリ鎖骨下部 二五 リテ弱
キ雲窮 ヲ認メ、左側肺尖部 ニモ弱キ大斑黙 ア
リ、爾右側肺 ノ各所 二i著明ナル小斑鮎 ヲ認 ム

右側横隔膜癒著

昭 和7年6
,,12年3

普 通 二起 居

生 活 ヲ醤 ム

第14例

女 、21歳 、 教 員

l
l
l

ll

l三網 羅 雛1　　
務所二勤務

(治療中)

4年 間

約1年 半

約1年3ケ 月

約2年4ケ 月

(治療中)

(治療 中)

(治療 中)
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0.000001(2)0.dOOOO2(2)0.000003(2)

0.000005(2)0.00001(2)0.00002(2)

0.00005(3)0.0001(1)

計16同(12.3.9・

0.OOOr)(1)0.001(2♪O.002(1)0.OOo「(1)

0.Ol(9)0.003(1)0.001(10.005(7/

0.01(4、0.02(13)0.01(1)0,001(2)

0.00005(3)0.0001r12∫0.0002(6)

0.0001(1)0.0002(6)0.OOO1(9)0.0002(6)

0.000001(1)0.0002(3)0,000001(1)

0.0001(2)0,0002(2)0.0003(2)

0.000001(1)0.0001(1)0.OOOOO1(1)

O、OOOI(1)0.0003(2)0.OOO5(2)0.001(2)

計107同

0000001(2')0.000005(2)0.00001(3)

0.000001(1)0.00001(4)0.000022)

0.000051)0.0001(1)0.000001(1)

0.0001(1)0.0005(1)0.001(2)0.005(1)

0.001(3)0.002(2',O.0001(1)0.002(2)

0.005(3)0.01(4)0.02(4)0.03(20.05(7)

計50同

治療 開 始後 約2ケ 月 頃
ヨ リ最 高37.。OC以 上

二上 昇 スル 事 ナ ク、 ソ

ノ後 次第 二下降 ン、約

151司注 射 後 ・・最 高36.7
-36 .c8Cニ シテ 弛張

少 キ盤 温 ヲ示 セ リ

37.300Kg(11.11.7)

38,300Kg(12.3.1)

S.R.19mm(11。12.25)

治療 開 始 後 約2ケ 月 頃
ヨ リ37.。OC二 上 昇 ス

ル事 ナ ク、 其 後 盆 々下 、

降 シ、夕 方36.。5-36."7iC
1・ナル 、 但 シ時 折 月

繹 ノ前 期 二36.。9C位
二上 昇 スル 事 ア リタル1

モ、1年 後 頃 ヨ リ之 モ

叉 下 降 シ、 弛 張 少 キ正

常 罐 温 ヲ示 セ リ

40.700Kg(6.10.3)

t41.500Kg(7.7.1)42.250Kg(8.11.6)

治療 開始 後 約3ヶ 月頃
ヨ リタ 方36.t'7-36◎6C

ニ ナ リ、其 後 牛年 頃 ヨ

リタ 方36.4-36.。5C
ノ規 則 正 シ キ禮 温 ヲ示

シ、 ソ ノ後 再 ピ上 昇 ス

ル事 ナ シ

0.001(6)0.002(3)0.0001(4)0,0002(1)

0.0001(3)0.0002ぐ8)0.0001(1;0.0002(1)

0.001(1)0.0001(2)0.00001(1)

0.000001(1)

計32同

i
0.001(2)0.002(1)0.005(3)001(3)

0.02(4)0.001(1)0.01(2)0.02(26)

0,03(7)0.000001(1)0.00001(2)

0.0001(1)0.01i'1)+O.02(1')O,OO1(1)

0.01(1)ノ0.02(2)0.03(4)0.01(10.03(3ノ

計67回1

54Kg(8.12.25)
58Kg(9.6.25)
60Kg(10.5.3)

治 療 開 始 後1ケ 月 頃 ヨ

リタ 方37.^OC二 上 昇 ス

ル 事 ナ ク 、36.7-36.。8

Cニ シ テ 時 々36.cgC48.500Kg(7.7.6)

ニ ナ リ タ リ、 ソ ノ後255.500Kg(8.9.22)

i筆鴇 ～蚤欝1
.

37,0-37.。2Cノ 微 熱 ノ・

治 療 開 始 後i欠 第 二下 降

シ、2ケ 月 後 ニ ノ・夕 方

36.7--36.06C/ZF熱 ト

ナ リタ リ

48.300Kg(7.4.22)
49.700Kgrg.7.7)

0.000001(2)0.000002(2)0.000003(2)

0.000005(2)0.00001(2)0.00002(2)

0.00003(2)0、00005(2)0.0001(2)

0・0002(1)0.0003(2)0.0005(2)0.001(3)

0.002(2)0.003(2)0.005(2)0.01(2)

0.02(2)0,03(4)0.04(5)

計45同(12.3.30)

夕 方36.5-36.。7Cニ
ナ リ、 次第 二弛張 少 キ

亭 熱 ヲ示 セ リ

繋i騨潮 職鋤
職 雛 藤≧籍 鴇畿1含}ll)

雛蕪 難難難
0・1(3)計189同(12.3,29)

水泡音減少セシモ、完
全二清失スルニ至 ラズ

時 々左側後中部二之 ヲ
聰ク

水 泡 音 ・・8年9月 頃 マ
デ ノ・時 々出現 セ シモ 、

其 後 ・・引 キ綾 キ清 失 ス

y所 見:斑i鮎 ・・大 部 分

消失 シ、 所 々二少 籔 ノ
強 キ斑 鮎 ヲ認 ムル ノ ミ

トナ ル

咳 漱 、 喀 疾 次 第 二減 少
シ、 治 療 開始 後1年 頃
ヨ リ消 失 ス、 水 泡 音 ・・風
邪 ノ後 二僅 少 二聰 取
ス ル ノ ミ トナ リ、1年 後
ニ ノ・聴 取 セザ ル ニ至 ノ

Z所 見:殆 ソ ド斑 黙 ヲ

認 メ ズ

減
之
年
ズ

音

ニ
ー

セ

泡

部
約
取

水

尖

、賠

リ
肺

モ
然

ヨ
々
シ
全

後
時

セ

ハ

月

、取

リ

ケ
シ
臆

ヨ

ー
少

ヲ
後

時 々聴取セル水泡音・・
次第 二清失セリ
盗汗・・4同 目ノ注射後
頃 ヨリ清失セリ

0.001(1)0.0005(20.001(3)0.002(2)

0.003(2)0。005(2)0.01(2)O.02`4)

0.001(2)0.002(1)0.01(3)0.00001(1)

0.001(1)0.0001(1)0.001(3)0 .01(11)
0.001(3)0.000001(2)0.001(7)0 .002(1)
0.003(9)0.002(11)0.00001(1)0 .001(3)
0.002(3)0.003(2)O.005(1)0 .0001(1)

0.002(1)0.001(1)0.002(2)0.003(2)

0.01(2)0.02(1)0.01(1)0 .02(6)0.03(4、

0.02(5)O.03(18)0.02i2)0 .03(1)0.05(3)

計134回(12.3.27)

48.900Kg(7.7.15)
53.300Kg(11.2.6)
50.300Kg(12.1.15)
S.R.13mm(12.3.29)

頃
ズ
後

リ

月

セ

ノ
ナ

ケ
取
邪

ト

4
聴
風

ミ

約

ヲ

、
ノ

後
音
勢

ク

始
泡
過
聴

開
水

ハ
ヲ

影

明
二
著
共

テ
肺

シ

右
局
左
限
:
ク
リ

見

シ

ソ

療

リ
後
之

リ
所
著

ナ

治

ヨ
共

ニ
タ
レ
懐

ト
「

`

水泡音・・治療開始後間
モナク浩失シ、時々之
ヲ聰取セシモ、共後全

然之ヲ聴取セザルニ至
レ〆リ

ーと所見:左 上部二殆 ン
ド影像 ヲ認メズ

轡 騨 騨 超 最蟄

;罎 ζ拶 劣晶15&145。75・Kg(7.3.22)
36..7Cニ ナ リ、共後 モi47・750Kg(12・1・16)

引 キ績 キ弛 張少 キ平 熱

ヲ呈 セ リ
　

1

治療開始後約2ケ 月後
ヨリ水泡音 ヲ聰取 セズ

岸鞍輩轄



1010 額 田・龍・吉井=肺 結核 二微量 ノ特種異種細菌 ヲ応用 シタル最近 ノ臨躰:的経験例報告 【第15巻

第15側

女 、11歳 、

約1ケ 月 以 來 盗 汗 及
37㌦1-37.02Cノ 微 熱

ア リ

一

燈格薄弱ナル榮養中等度 ノ小ナル女子
一と所見:右 側肺上部二稚 く大ナル弱キ癒合性
斑鮎 アリ、左側肺門部附近ニモ之 ヲ認 ム

●

昭和9年3月17日 一
"11年5月30日

約2年 間
通學 ヲ緩緩ス

:第16例

女 、16歳 、 學 生

近 頃 疲 レ易 ク、 夕 方 毎

日37・ 。2C乃 至37.。4
C位 二上 昇 スル 微 熱 ア

リ、 咳 漱 、 喀 疾 ア リ

燈格中等、榮養可良ナル大ナル女子
上所見:右 側肺尖部 二不規則ナル弱キ大斑勲
状雲蝪ア リ左側肺尖部 ニモ掴濁 ヲ認 ム、右側
肺 ノ上部 ヨリ中部 二五 リ多数 ノ強弱/小 斑鮎
及線状影像 ヲ認メ、左肺上部二於テモ軽度 ノ
同様 ナル所見 アリ、線索ノ・多ク肺門部 二向フ

1
昭和7年10月10日 一
"8年6月17日

約8ケ 月
通學 ヲ纏績ス

第17例

女 、18歳 、 畢 生

近 來 倦 怠 ヲ感 ジ、 夕 方
36.9-37.。1Cノ 微 熱

ア リ

膣格中等、榮養可良ナル中等大 ノ女子、両側
肺尖部及鎖骨下部二水泡音 ヲ聴ク
上所見:右 側肺尖部二男 キ廣汎性溜濁 ヲ認
メ、右脚上部 ヨリ中部 二五 リテ弱キ小斑鮎散

在ス、左側肺尖部ニモ弱キ潤濁アリ、且左肺
上部 ニモ多数ノ強弱 ノ小斑貼ヲ認 ム、伺南側
肺門部ニノ・各二三 ノ著 シク強キ大斑貼(石 灰
沈著)ア リ

昭 和7年2月13日 一

,"8年1月7晶 、年

通學縫績、受験 ノ爲過
度 ノ勉強ヲナス

第18側

女 、18歳 、 畢 生

2、3ケ 月 以 前 ヨ リ37.。2
-38 .。OCノ 登 熟 、 胸

痛 、 咳漱 及 喀 疾 ア リ

髄格薄弱、榮養不良ナル貧血性 ノ小ナル女子、
右肺上部ヨリ中央部迄多数ノ水泡音 ヲ賠ク、
左側後面全盟ニモ散在性 二水泡音 ヲ聴取ス、
.と所見:右 側上部ノ・頗ル著明ナル癒合性雲霧
ニテ充タサ レ(氣 管枝肺尖性浸潤)、 中央二

空洞 ラシキモ ノア リ、左肺尖部 ニノ・潤濁 ヲ認
メ、左肺 ノ各所 二大小強弱ノ斑鮎散在ス

ll召和7年10月10日 一

"8年12月25日

約1年2ケ 月

初 メ 約1ケ 月鉄 席 セ シ
モ 、8年 ヨ リ通 學 、3

月 以 後 ノ・家 庭 ニ テ静 養

第19例

女、20歳、事務員

約4ケ 男 前 二風 邪 二罹
リテ ヨ リ登 熟 シ、 一 時

下 降 セ シモ 、近 頃再 ビ

朝36.9-37.。OC夕 方
37.2-37.。6(,位 ノ暑

熱 ア リ

盟格中等度精 く痩七夕ル大ナル女子
上所見:右 側肺 ノ殆 ソド全領域 二大小 ノ斑黙
散在 シ、共中二・・稚 く強キ影像 ヲ示スモノ多
数 アリ、左肺上部ニモ殊二肺門部 二近 キ所二
強弱ノ小斑貼散在ス

昭和10年4月26日 一
"12年2月6日

約2年
数ケ月勤務 ヲ休 ミ家庭
ニテ静養 シ、 ソノ後ハ

通勤 シツ ・治療セリ

第20例

女 、16歳 、 學 生

約8ケ 月 以 前 ヨ リ蛋 白

尿 ア リタ リ ト云 フ、 最

近 血 尿 ヲ排 出ス 。 髄 温
・・最 高37.0-37.。6C

尿 意頻 数 ア リ

電

髄:格不良、痩 七夕ル貧血性 ノ小ナル女子、頸
腺腫脹、左肺前部二時 々水泡音 ヲi聴取ス、両
側 ノ腎臓 ヲ燭知 シ得
∠所見:左 側肺尖部 ヨリ鎖骨下部二五 リテ、
著明ナル廣汎性潤濁 ヲ認ム、右側肺尖部 ニモ
弱キ潤濁 アリ ・

●

昭和11年5月19日 一

"12月4日

約7ケ 月家 庭
ニ テ 臥 床 セ ジメ、

1週 二1同 通 院

:第21例

男、22歳 、 畢 生

二 三 ヶ 月 以 来痩 削 シ、

近 頃 咳 漱 及微 熱(夕 方
37.0-37.。2C)ア リ

髄格榮養共 二中等度ナノレ小ナル男子
両側肺尖部及左鎖骨下部二水泡音 ヲ聰 ク
上所見:左 側肺尖部ヨリ鎖骨下部二五 リ弱キ
塩鮎状影像 アリ、右側肺尖部ニモ潤濁 ヲ認 ム

昭和7年1月20日 一
"9年11月26日

約2年 半
通學纏綾

第22例

女、19歳、事務員

最 近 脊 部 二終痛 ア リ、食

慾 ナ ク、 盟 温 ノ・夕 方
37.0-37.。5C二 上 ル

ト云 フ

艦格中等、榮養可良ナル大ナル女子、右側後
下部二僅少ナル水泡音 ヲ聴取ス
上所見:右 肺 ノ肺門部 二近キ所 ヨリ下部二五
リテ弱キ小斑貼散在ス、左側鎖骨下部ニモ籔

多 ノ弱キ小斑黙 ヲ認 ム、軽度 ノ右側横隔膜癒着

ll召和11年7月16日 一

"12月29日
5ケ 月

最初2週 間訣勤シ、其
後引キ績キ通勤ス
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0.000001{1)0.0000005(6)0.000001(7)

0.000002(1)0。000001(7)0.0000005(4)

0.000001(11)0.000002(4)0.000003(2)

0。000005(2)0.00001ぐ2)0.00002(3)

0.00003(7)0.00005(2)00001(3)

0.0002(2)0.0003(4)0.000003(16)

計84同

治 療 開始 後 約1ケ 月 頃
ヨ リタ 方36.6-36.。9

Cト ナ リ、 時 々37.。OC
二上 ノレ事 ア リタノレモ、

其 後 次 第 二下 降 シ、 約
2ケ 月 後 ・・夕 方36.3
-36 .05Cト ナ リ弛 張 少

ク、 其 後 再 ビ上 昇 セ ズ

21.400Kg(9.3.24)

23.100Kg(9.12.22)

27.400Kg(11.5.30♪

治療開始後約2ケ 月頃
ヨ リタ 方37.。OC以 上

0.0001(3)0,0002(2)0.0001(1)

0,00005(11)0.0001(12)

計29同

二上 ル 事 ナ 〃、 ソ レヨ

リ後 モ次 第 二下 降 シ、4

ク 月 頃 ヨ リタ 方36.5一

41.250Kg(7。10。12)

43Kg(8.5.13)

1難監 鍔潔義軟

治療開始後次第二下降

0.001(2)0.002(3)0.005(4)0.01(5)

0.02(11)0.001(1)0.01(1)0.02(11)

計38同

繍 も8謄 益ll字[46.8。。Kg(7.2.2。)
リ ソ ノ後 ・・夕 方36.∪5C52.850Kg(8.1.7)

位 トナ リー 日 中 ノ動 鑑

水泡音・・減少セシモ、
全ク消失 スルニ至 ラ
ズ、左側肺尖部二時 々

僅少二之 ヲ賠取ス
著 シク減 少 セ リ

水泡音・・次第二減少 シ
2、3ケ 月後 ヨ リ時 々之

●
0。0001(11)0.0002(2)0.0001(3)

0.00001(5)0.0001(23)0.0002(9)

0.000001(1)

計54同

通 學 開始 後 稽 く膣 温 上

昇 セ シ モ、 約 牛 ケ年

後 頃 ヨ リ タ 方36.6-
3Lu8C二 下 降 シ、 其 後
モ 引 キ績 キ 同標 ナ リ

38.250Kg(7.10.14)

40.700Kg(8。12.8)

ヲ賂 クノミトナ リタル
モ、全然消失スルニ至

ラズ

上所見:右 肺上葉 ノ影
像著 ジク限局シ、鎮骨
附近 二小ナル雲窮ヲ認
ム ルノノ ミ

次 第 二下 降 シ、約5ケ 月

0.000001(3)0.000002(2)0.000005(2)

0.00001(3)0.00002(3)0.00005(1)

0.0001(2)0.0002(2)0.0003(3)

0.0004(2)0.0005(1♪0.001(2)

0.002(2)0.003(2)0.004(2)0.005(2)

0.01(3)0.02(3)0.03(11)0.04(3)

計54同

後 頃 ヨ リ多 ク・・37.。OC
トナ リ時 々夕 方37.1-

37.2C二 上 リ シモ、約

8ケ 月後 ヨ リ月経 ノ前

期 ニ ノ ミタ 方37.。C位
二上 レ リ、約1年 後 頃 ヨ

リ毎 日夕 方 最 高36.^8C
ノ動 樒少 キ熱 型 ヲ示 セ

リ

40.300Kg(10.4.29)
41.500Kg(12.2.6)

0.000001(2)0。000002(2)0.000003(2ナ

0.000005(2)0,00001(2)0.00002(2)

0.00003(2)0.00005(2)0.0001(2)

0.0002(1)0.00001(1)0.0001(2)

0.0002(1)

計23同

次 第 二解 熱 シ、 約1ケ

月後 ニ ハ タ方36.7-
36.。8Cト ナ リ、 時 々
37.。OC一 上 ル ノ ミ ト

ナ リタ リ。 約2ケ 月後
ヨ リ最 高36.3-36.り4C

トナ リ、 一 日中 二於 ケ
ル動 揺 著 シ〃減 少 ス

32.700Kg(11.6.22)
38.700Kg(11.11.30)

間 モ ナ 〃血 尿 ・・止 ミ、

沈 渣 中 二僅 少 ノ赤 血 球
ヲ認 ムノレノ ミ トナ リ、

他 ノ有形 成 分(上 皮 、白

血 球)モ 漸 次 減 少 シ、澄

明 トナ レ リ、 尿 中蛋 白

質 ノ・最 初 高 度 ナ リ シが

次 第 二減 少 シ テ痕 跡 ト
ナ レ リ、 尿 意 頻 数 モ次

第二減少 セリ

0.001(3)0.002(2)0.005(4)0.01(6)

0.02(31)0。01(1)0.00001(2)0.001(1)

0.01(3)0。000001(3)0.00001(3)

計59同

治 療 開始 後 間 モ ナ ク最

高36.。5Cノ 髄 温 トナ
リ、 其 後 ハ 引 キ績 キ骨豊

温 低 ク、 一・日 中 二於 ヶ
ル 動 揺 著 シク減 少 ス

41.700Kg(7.11.25)

45・600Kg(8.3.6)

1ケ 月後 頃 ヨ ・1水泡 音

減 少 シ、 時 々之 ヲ聰 取
ス ノレノ ミ トナ リタル モ

全 然 消 失 ス ル ニ至 ラ ザ
リ シガ、 約1ケ 年 後 頃
ヨ リ引 キ績 キ全 然 隠 取

セ ズ■

0.000001(3)0.000002(1)0.000003(2)

0.000005(2)0.00001(2)0。00002(2)

0.00003(2)0.00005(2)0.0001(2)

0.0002(2/0.0003(2)0.0005(1)

計23同

次 第 二解 勲 シ、 治 療 開

始 後 約3ケ 月頃 ヨ リ引

キ 績 キ 最 高36.7-
36つ・8Cト ナ リ、一 日中

二於 ケル 動 揺 モ減 少 ス

53Kg(11.8.1)
55Kg(11.12.22) 水泡音引キ績キ清失ス
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第23例

男 、21歳 、 畢 生

2年 前 二腹 膜 炎 二罹 リ、

昨 年 右 側 ノ肋 膜 炎 二種
ル 。 約1ケ 月 前 ヨ リ最

高37.1-3乳 。2(≧ノ微

熱 ア リ ・、r

膣格薄弱、榮養稚 く不良ナル大 ナル男子、右
側後下部打診音短、呼吸音湯
上所見:両 側肺 ノ到ル所二弱 キ小斑鮎散在ス
右側鎖骨下ノ側方二禰蔓性潤濁 アリ、尚右肺
ノ中央部二側'方二向ヘル線索 ヲ認 ム(葉 間癒

著)、 右側横隔膜 ノ強度 ノ癒著

昭 和9年3月30日 一

,.12月19日

約8ケ 月普

通 二起 居 ス

第24例

男 、53歳 、 官 吏

牛年 前 二風 邪 ヲ ヒキ、
ソ レ似 來 咳漱 ア リ、 約

2ケ 月 前 二喀 血 ヲナス 、

現 在 咳漱 劇 シ ク、 髄 温

夕 方37.0-38.。2Cニ
シテ不 規 則 ナ ル 登 熱 ア

リ

髄格不良ナル非常二痩七夕ル大ナル男子、右
側後下部二僅少ナル水泡音 ヲ賠 ク
上所見:左 側肺尖部 ヨリ鎖骨下二五 リテ強キ
混濁 ヲ認 メ、左肺上部 ヨリ多数 ノ線索肺門部
二向フ、'右側肺尖部 ニモ弱キ雲腸状影像 ヲ認

メ、右肺 ノ全領域 二弱キ斑貼散在 シ、且右側

肺門部 ノ上方ニノ・線索及 ビ著明ナル大斑鮎癒
合性 二存在 ス、強度 ノ右側横隔膜癒著

昭和11年6月12日 一
"10月5日

約4ケ 月
勤務練行

:第25例

女、29歳 令嬢

1月 程 前 二血 痕 ヲ出 ジ、

多 少 ノ咳 漱 ア リ

艘 温 夕 方37.2-37.06C
二上 ル

髄格榮養共二中等度ナル小 ナル女子、右側肺

尖部 二水泡音アリ
上所 見:右 側肺尖部ヨ リ中央部 二五 リテ無数
ノ小斑黙稠密性二存在 シ、殊二上部 ノ側方 二

於テ著シ、右側肺門部 ニハ著明ナル多数 ノ大
斑1結状影像 ヲ認ム、左肺ニモ多数 ノ小斑1貼散

在ス、南側横隔膜癒著

昭 和10年8月23日 一
"11年11月13日

約1年3ケ 月

普 通 二起 居

第26例

女、28歳 、令嬢

少女時代二肋膜炎二罹
ル'

約2ケ 月 前 ヨ リ37.。3C

位 ノ微 熱 ア リ

留格榮養共二中等ナル小ナル女子、両側肺尖

部 二水泡音 ヲ聴ク
上所見:右 側肺尖部 旦リ鎖骨下二五 リテ著明
ナル溜濁 ヲ認メ、左側肺尖部 ニモ多少 ノ潤濁
アリ、両側横隔膜癒着

Il召和9年5月12日 肝

"10月27日

約5ケ 月

普 通 二起 居 ス

第27例

男 、28歳 、 店 員

疾 及 微 熱(夕 方37.0-
37.。3C)ア リ ト云 フ

1盤格 中等度、稚 く痩七夕ル中等大 ノ男子、右

灘 釜顯 屠獣 養鯉繊 麗嘉商嘉縫製
キ小斑鮎散在 シ、且線索 ノ肺門部二向ヘル ヲ

認 ム、左側肺上部 ニモ少数 ノ弱キ小斑鮎及ビ
肺門部 二向ヘル多数 ノ線索 ヲ認 ム

昭 和11年1月23日 一
"5月8日

約5ケ 月

勤務 ノ・休 ミ普 通 二起 居
ス

第28例

男 、9歳 、

2年 前 百 日咳 及 麻 疹 二

罹 リ、 ソ レ以 來 多 少痩

削 セ リ、 約1ケ 月 前 ヨ
リ微 熱(夕 方37.。2C位)

ア リ

髄格中等、1哨く痩 七夕ル中等大 ノ少年、右側
後下部打診音短
上所見:右 側肺門部及共附近二稚 く著明ナル
大小 ノ斑瓢多数 二存在ジ、肺門部 ノ輪廓不鮮
明ナ リ、左側肺門部ヨリ鎖骨下二五ル領域 ニ
モ大小ノ弱キ斑鮎カナリ多数二存ス

昭 和10年2月25日 一
"12年3月30日

(治 療 中)

約1ケ 月 休校 シ、 其 後
ノ・通 學

第29側

女、37歳、公吏妻

著 患 ナ ク、 突 然 喀 血 ヲ
ナ 入 爾 来 最 高36.9-
37.。2Cノ 微 熱 ア リ

1

盤格中等度、痩 七夕ル中等大 ノ女子、右肺前
面中央胸骨 二近 キ部二水泡音 ヲ聴 ク、
上所見:右 側肺門部二強キ大ナル斑鮎(石 灰

沈著,ア リ、夫ヨリ側方及下部二多数 ノ強弱 ノ小斑鮎散在
ジ、肺門部二小空洞 ト思ハル ・影

像2ア リ、左肺 中央部ニモ数多 ノ弱キ小斑鮎
ヲ認ム

昭和9年10月18日 一
"12年3月30日

(治療中)約
4ケ 月入院加療、共

後ノ・自宅ニテ約数ク月安
静 ニナジ、次デ≡欠第
二普通 ノ起居二移〃



第9號 】 細.龍.吉 井一肺徽 二微量ノ樋 異聯 田菌ヲ翻 シ〃 囁 近ノ麟 的繊 例瀦
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0,000001(5)0.000002(2)0.000005(3)

0.00001(2)O.OOOO2(6)0.00005(4)

0.000001(1)0.00001(4)0.00005(1)

計28同

治療 開 始後 次 第 二下降
シ、 約2ケ 月後 二 ・・最

高36.8-36.。9Cニ ナ
リ、 ソ ノ衡 詠 良 好 ニ

シテ引 キ績 キタ方36・6
-36 .。7C/Zlsl,,bナ

レ リ

0.000001(2)0.000002(2)0.000003(2)

0.000005(2)0.OCOO1(2)0.00002(2)

0.00003(2)0.00005(1)

計15同

サ

1聯 圷 鰍 ・ケ月
後 ヨ リ引 キ績 キ雫 熱 ト

46.500Kg(9.4.6)
50.600Kg(9.12.19)

ナ リ、 最 高36.6C位i44.700Kg(1t・10・5)
二止 マ ル

44.400Kg(11.6.29)

1
9

咳漱次第二減少ス。
泡音 ・・約1ケ 月後 ヨリ
全然隠取セズ

0.000001(3)0.000002(3)0.000003(1)

0.000005(2)0.0001(1)O.0000005(1)

0.000001(1)0.000002(1)0.000005(2)

0.000001(1)0.000002(2)0.000003(1)

0.000001(3)0.000002(1)0.000005(1)

0.00001(3)0.000001(1)0.000002(2)

0.000005(1)0.00001(2)0。00002(2)

0.0001(2)0.0002(2)0.0003(2)0.0005(2)

0.001(3)0.00001(1)計47同

0.000001rS)0.000002(2)0.000003(2)

0.OOOOO5(2)0.00001(4)0.00002(2)

計17同

次 第 二 下降 シ、 約2ヶ1

月後 ヨ リタ方36.6引
36.。8Cト ナ リ、月経 前1

期 二多少 上昇 ス ル傾 向
アル ノ ミ トナ レ リ、i約

1年 後 ニノ・最 高36.6-

36.7C迄 ノZF熱 トナ
レ〆リ

i47.200Kg(10.9.4)
53Kg(11.11.13)

雛 講 舅i
36.6-36.。8Cト ナ リ、

引 キ 績 キ 準 熱

0.000001(3)0.000002(2)0.000003(2)

0.000005(2)0.00001(2)0-000001(1)

0.00001(1)0.00002(1)

計14同

li欠第 二下 降 シ、 治 療 開

始 後 約1ケ 月頃 ヨ リタ

方36.6-36.。8Cニ ナ
リ時 々37,。OC二 達 ス

ル ノ ミ トナ リ、3ケ 月

後 ヨ リ引 キ績 キZF熱 ト
ナル

0.OOOOOI(5)0.000002(3♪0.000003(3)

0.000005(2)0.00001(2)0.00002(3)

0.00003(4)0.00005(4)0。00001(1)

0.0001(3)0.0002(7)0.00001(1)

0.0001(4、0.0002(3)0.000001(3)治 療 開 始 後 次 第 二 下

0.000002(2)0.000003(2)0.OOOOO5(2)リ 、 約1ケ 月 後 ニ ノ・最

0.00001(2)0.00002(1)0.00001(1)高36.4-36.。5C位 ト

0.00002(2)0.00003(2)0.OOOO5(1)ナ リ、 夫 以 來 引 キ績 キ

0.0001(2)0.0002(2)0.0003(2)0.0005(1)zF熱 ヲ示 ス

0.000001(1)0.0005(2)0.001(2)0.002(3)1

0.003(2)0.OOOOO1'11)0,003(1)0.005(5)1

0.01(2)0.001(1)0.005(3)0.01(5);

計98同(]2.3.25)1

喀 血 が 止 リ テ 約1ケ 月 後 ヨ リ注 射 開 始
0.000001(3)0.000002(2)0.OOOOO3(1)

0.000005(2)0.00001(3)0.00002(2)

0.00005(10.00002(1)0.00005(1)

0.0001(2)0.0002(2)0.0003(3)0.0005(1)

0.0003(1)0.0005(1)0.001(3)0.002(1)

0.000001(1)0.001(1)0.002(4)0.003(3)

0.005(1)0.01(2)0.02(5)0.03〆1)

0.001(1)0.01(2/0.02(4)(D.03(6/0.01(1)

0.000001(2)0.00002(2)0.0001(1)

0.0002(1)0.0003(1)0.0002(2)0.001(1)

0.003(2)0.05(1)0.01(1)0.02(2)

0.03(4)0.04(5)0.05(24)

言†114同(12.3.25)

45Kg(9.5.14)
47.100Kg(9.10.27)

48.400Kg(11.1.27)
45.500Kg(11.5.8)

27.800Kg(10.4.10)
29.300Kg(11.4.29)
33Kg(12.3.4)

時 々殊 二 月経 前 期 ニハ

タ 方37.O-7.。2C二 上

昇 ス ル 微 熱 ガ カナ リ績
キ タル モ、 次第 二下熱

シ、 約9ケ 月後 頃 ヨ リ

タ 方36.5--36.。7Cト
ナ リ、 月 経 前 期 二於 テ

モ36.。8C位 ノ髄 温 ヲ

示 ス ニ至 リ、1年 後 頃
ニ ノ・最 高 夕 方36 .3-
6.。4C位 ノ規 則 正 ・yキ.

髄 温 ヲ示 ス ニ至 レリ

56.300Kg(10.2.26)
60.700Kg(10.12.30)
58Kg(12.3.4)
S.R.28mm(9 .12.8)
16mm(12.3.18)

水 泡 音 ノ・約3ケ 月後 ヨ
リ引 キ績 キ消 失 セ リ

水泡音・・完全二消失ス
ルニ至ラズ

水泡音清失ス

清

限
ナ

ド
像

ト

ソ
影
瞭

殆

ノ
明

鮎
部
廓

斑
門
輪

●●肺
共

見

、
テ

所

シ
シ

レ
失
局

ル

風邪 ノ後 二僅 カナル血

疾 ヲ喀出セシ事アルモ
ソノ後 バ全然之 ヲ見ズ

水泡音モ約牛年後頃ヨ
リ之ヲ聰取セズ

ーと所見:斑 黙殆 ソド消
失シ、空洞 ヲ認メズ



1014 額 田・龍・吉井=肺 結核 二微 量ノ特種異種細菌ヲ応用 シタル最近 ノ臨休的経験例報告 【第15巻

第30例

女 、47歳 、教師

1月 程前二風邪二種 リ

夫以來微熱アリ(37.。2
C位)咳 漱、喀疾アリ

盟格 中等度、榮養 中等ナル貧血性 ノ小ナル女
子、右肺全部二散在性 二水泡音ア リ、左肺尖

部 ニモ之 ヲ臆 〃
一と所見:南 側肺上部二弱キ小斑貼散在 ジ、多
数 ノ線索肺門部二向フ、右側肺門部著明、右
側横隔膜強者

昭和9年4月17日 一
"11年12月25日

約1年 半
約1ケ 月鉄勤 シ、共後難

、

第31側

女 、16歳 、畢 生

近 頃37.。3C位 ノ微 熱
ア リ

髄格榮養共二中等度 ノ貧血性 ノ中等大 ナル女
子
.Z所 見:雨 側肺門部 ノ影像櫨大ス、南側肺上

部二弱キ小斑鮎散在ス

昭和9年10月13日 一
"12年3月30日

(治療中)
1ヶ 月休 ミ後通學緩行

第32例

女、32歳、公吏妻

7年 前 二両 側 滲 出性 肋

膜 炎 二種 ル 、 最 近37.5
-7 .。6Cノ 微 熱 ア リ

盟格 中等痩七夕ル中等大 ノ女子、両側肺尖部
及右側肺門部二水泡音 ヲ聡 ク
上所見:雨 側肺尖部二男キ雲窮状影像ア リ、
右側肺ノ全領域二弱キ小斑黙散在ス、右肺門

部ノ影像著明ナ リ、右側横隔膜癒著

■

昭和9年3月28圓 一
"12年3月30日

(治療中)
普通 二起居 ス

第33例

男 、21歳 、 店 員

20日 前 二突 然 喀 血 ヲナ

ス 、 龍 温 ハ 時 々 夕 方

37.0-37.。2C_上 昇
ス

燈格中等度、稚 く痩七夕ル大ナル男子、左側
肺尖部及前面二時 々水泡音 ヲ聴取ス、右側下

部 二・・時々乾性水泡音現 ハル
上所見;南 側肺尖部(殊 二左側)・・禰蔓性二潤

濁セ リ、両側肺 ノ全面 二弱キ小斑鮎散在シ、
且 ツ数多 ノ線索肺門部二向フ左側肺門部附近
二空洞 アリ、南側横隔腹癒著

昭和9年7月27日 一
"ユ0年12月 β旧

約1年 半普
通二起居、約牛牛後
ヨリ勤務ス

第34側

女、18歳 、畢生

10歳 ノ折 肺 炎 二罹 リ、

12歳 ノ時1ケ 月 程 原 因

不 明 ノ高 熱 綴 キタ リ、
1年 來37.2-7.。3Cノ

微 熱 ア リ、 食 慾 不 振 ヲ

訴 フ

髄格中等、榮養可良ナル大ナル女子、両側肺

尖部 二水泡音アリ
上所見:雨 側肺 ノ全領域二強弱大小ノ斑鮎多
激二散在ス

昭和7年7月9日 一
"8年5月13日

約10ケ 月
通墨継績

第35側

女、18歳 、畢生

1年 以 來痩 創 シ、疲 レ易

シ、 約1ケ 月 以 来37.1
-7 .。2Cノ 微 熱 ア リ、

心 悸 先 進 ジ易 シ

盟格中等度、稚 く痩七夕ル中等大 ノ女子
上所見:右 側肺上部二著明ナル大小 ノ斑貼多
数二存在 シ、中部及下部ニモ弱キ小斑鮎 ヲ多
敷二認 ム、両側肺尖部(殊 二右側)ノ・櫨汎性二
潤濁ス、軽度ノ南側横隔膜癒著

昭和10年1月15日 一
"7月27日

約牛ケ年通學緩緩



第9號 】 額田・龍店 井=肺 結核二微量ノ特種異種細菌ヲ慮用シタル最近 ノ臨躰的経験例報告
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0.000001(3)0.000002(4)0.000003(4)

0.000001(2)0.OOOOO2(3)0.000003(1)

0.000005(1)0.00001(3)0.00002(2)

0.00003(1)0.00005(2)0.0001(1)

0.0002(1)0.002(2)0.003(2)0.005(2)

0.01(3)0.02(2)0.03(2)0.04(1)0。03(7)

0.04(4)0.COOOO1(1)0.00001(1)

0.00002(1)0.00003(2)0.0003(1)

0.0004(2)0.0005(3)0.001(2)0.002(2)

0.003(3)0.02(3)0.03(10)0.04(1)

0.05(3)0.01(1)0.05(、2)

計91同

0.000001(2)0.000002(2)0.000003(2)

0.000005(2)0.OCOO1(1)0.00002(2)

0.00003(2)0.00005(2)0.0001(2)

0.0002(2)0.0003(1)0.0005(2)0.001(2)

0.002(2)0.003(2)0.005(2)0.01(3)

0.02(2)0.03(3)0.04(1)0.03(1)0.04(11)

0.05(10)0.01(1)0.05(4)0.02k1)0.03(3)

0.04(3)0.05(3)

計76同(12.3.30)

0.OOO、,01(2♪O.000002(1)0.000001(5)

0.000002(5)0.000005(3)0.00001(5)

0.00002(2)0.000001(1)0.000002(1)

0.00001(2)0.00002(3)0.00003(1)

0.000001(1)0.00001(3)0.00002(2)

0.0005(2)0.001(1)0.000001(1)

0.0001(1)0.000001(1)0.0001(4)

0.0005(1)0.001(3)0.002(1)0.001(1)

0.002(2)0.003(2)0.005(2)0.01(3)

0.02(12)0.01(2)0.02(7)0.000001(2)

0.001(1)0.01(3)0.0001(1)0.001(1)

0.003(1)0.005(1)0.000001(1)0.0001(1)

0.001(1)0.002(1)0.005(1)0.01(1)

0.02(5)0.03(2)0.000001(1)0.01(1)

0.001(2)0.01(2)0.02(2)0.03(24)

0.001(1)0.01(1)0.03(2)

計142同(12.3.25)

次第 二下 降 シ、約 牛年

頃 ヨ リ タ 方36・5-
36.。7Cニ ン テ引 キ績

キ同 檬 二Zlsimナ リ

45.450Kg(9.5,15)
52Kg(11.11.17)

次 第 二解 熱 ジ、3ケ 月

後 ヨ リ37.。OC以 上 二

上 ル 事 ナ ク、5ケ月後 頃
ヨ リタ 方36.6--36.c8C

ニナ リ、 其 後 引 キ績 キ

卒 熱 ナ リ

46.200Kg(9.10.16)
46.300Kg(12.3.2)
S.R.24mm(12.3.30)

2ケ 月 後 ヨ リタ 方37.。O

C以 上 二 上 ル事 ナ シ、

但 シ月経 前 ニノ・37.。OC45 .700Kg(9.4.26)位 トナ ル
、 牛年 後 頃 ヨ45

.500Kg(12.3.4)リ引 キ績 キZF熱 ニ シテ

月経 前 ニ モ36.7-36
.。8Cナ リ

1灘 羅灘 驚 欝1齢ll、
欝1欄8:織61鞠 ④畢猶 上昇噸

0.001(2)0.002(4)0.003(2)0.005(2)

0.01(4)0.02(9)0.002(1)0.01(9)0.02(1)

計34同

0.000001(1)0.000002(2)0.000001(2)

0.000002(2)0.000003(1)0.00001(1)

0.00002(1)0.00003(2)0.00005(1)

0.0001(2)0.0002(3)0.0003(2)0.0005(2)

0.001(2)0.002(1)

計25同

i欠第 二下 降 シ、4ケ 月

後 頃 二 ・・夕 方36.6-一

撫 冠 欝1:1謙 謡:;:?g)
ノ・最 高36.6-36.。8C

トナ リ爾 來ZF熱 績 ク

月経 前 二 ・・多 少 富 キ髄
温 ヲ示 セ シ ガ、治 療 開

始 後 約2ケ 月 頃 ノ・夕 方
36・6-36・ 。7Cト ナ リ、

約 牛 年 後 ノ・夕 方36.3--
36.。5Cノ 規 則正 シキ

髄 温 ヲ示 ス

45.300Kg(10.1.19)
45.600Kg(10 .7.27)

、過
部

キ
清

シ
々
尖
聴

キ

少
時
肺

二
績

減

リ
右
少

キ

ニ
ヨ
ヲ
僅
引

第
頃
之

一=
一

次
後

二
部
途

音
年
後
央

、

索線及鮎

ズ

斑

メ

小
認
:
ド

見

ソ

泡
牛

ノ
中

モ
ス
所
殆

水
約
勢
及

シ
失

レ
一ヲ

像

ト
リ
向

影
瞭

ヨ

ニ

ノ
明
部

部

部
廓

上
門

門
輸

肺
肺

肺
共

側
索

:

、雨
線

見

シ

、
ノ

所
小

ル
数

レ
一縮

ナ
多

フ

約3ケ 月後頃 ヨリ水泡
音次第二減少 ジ、1年
後頃 ヨリ過勢 ノ後 二僅

少二聰クノミトナ リ、1
ケ年牛頃ヨリ全然賠

取セズ、
上所見:右 側肺尖部云

賜消失 シ、共他ノ領域
二於テ・・少数ノ強キ小

斑鮎 ヲ認 ムルノミ、右

側肺門部 ノ影像限局ス

3ケ 月後頃 ヨリ引キ績

キ水泡音 ヲ聴取セズ。

上所見:斑 瓢減少ス

、
ナ
全

シ
ト

ハ

少

ミ
リ

減

ノ

ヨ

ニ
ク
月

第
聰

ケ
ズ

次

ヲ
3

セ

音
之
約
取

泡

々

、賠

水
時

リ
然



1016 額田・龍・吉井=肺 結核二微量ノ特種異種細菌ヲ応用シタル最近ノ梅林的経験例報告 【第15巻

第36例

女、19歳、事務員

近 頃 胸 痛 ヲ覧 工、 肩 ノ

凝 り ヲ訴 フ、 且 ツ微:熱(夕方37
.0-37.。3C)

ア リ

饅格榮養共二中等度 ノ中等大 ノ女子、右肺前
面中央部胸骨 二近 キ部二水泡音 ヲキク、右側
後面下部 ニモ之 ヲ聰 ク
三所見:右 側肺尖部(蛇 ビニ左側モ軽度二)潤
濁ス、両側肺 ノ各所二強弱 ノ小斑鮎散在 シ、

右側肺門部 ノ影像著明ナ リ

昭和8年6月23日 一
"12年3月30日

(治療中)
勤務続行

第37例

女、22歳 、令嬢

昨年12月 及本年1月 ニ
カナリ多量 ノ喀血 ヲナ
セリ。2ケ 月以來38.。O

C程 度 ノ登熟アリ、咳

漱、喀疾甚ジ久 食慾、
睡眠共二不充分ナ リ

髄格榮養共 二不良ナル大ルナ女子、左肺前後
面打診音短、左側全部二多数 ノ水泡音 ヲキク、

喀疾中結核菌強陽性
上所見:左 側肺 ノ中央部 ヨリ下部 二五ル領域
ハ著明ナル雲霧ニテ充タサル(氣 管枝肺炎性

浸潤)、上部ニハ不規則ナル弱キ小斑鮎稠密 シ
テ存在 シ、心臓ハ左側二牽引セラル、右腕 ノ

全領域ニハ多数ノ弱キ小斑鮎播布セリ

昭和7年9月3日 一
.,8年7月26日

約10ケ 月

入院不能 ノ爲 自宅ニテ
臥抹、通院加療

第38側

女、24歳 、令嬢

約1ケ 月程 前 ヨ リ胸 痛
ア リ、 盟 温 ハタ 方36.9
-37 .。2C位 ナ リ

髄格榮養共 二中等度ナノレ小ナル女子、右側肺

尖部二僅少 ノ水泡音 ヲ聴ク
上所見:雨 側肺 ノ全領域二弱キ小斑黙多激二
散在 シ、●肺門部附近 ニノ・数多 ノ稚 く大 ナル強
斑貼 ヲ認 ム

昭和8年4月1日 一
"9年11月25日

約1年8ケ 月
普通二起居ス

第39例

女、14歳 、畢 生

3ケ 月 以前 二1月 程 高

熱 ア リタ リ、 現 在 ノ・夕

方37.0-37.。3Cノ 微

熱 ア リ

留格榮養共 二中等度 ナル小ナル女子、南側肺
尖部二水泡音 アリ
上所見:南 側(殊 二右側)肺 尖部ノ・振汎性 二潤
濁 シ、右肺上部(殊 二肺門部二審 リタル部分)
二多数 ノ弱キ小斑黙アリ、共部分 ヨリ撒多 ノ

線索肺門部 二人ル、左肺ニモ軽度ナル同様 ノ
像 アリ、右側肺門部 ノ影像著明ナ リ、左側肺

騰 ニ八潮 ナル大斑鮎2ア リ・右側横綴

昭和9年2月19日 一
"12年3月30日

(治療中)
通學練行

第40側

女 、35歳 、 教 師

7年 前 二右 肺 尖 「カタ

ル」二罹 ル 、10ケ 月程 前
二右 側 滲 出 性肋 膜 炎 ヲ

病 ム、夫 以 來微 熱(37.2
-37.。3C)ア リ

髄格榮養共二不良ナル中等大 ノ女子、右側後
下部打診青短、左側上部 ヨリ中央部 二水泡音
ヲ聴 ク

上:所見:右 肺 ノ全額城二亙 リテ無数 ノ弱キ小
斑黙播布 セラレ(血行性播種)、 肺尖部 ヨリ鎖

骨下 ノ側方二五 リテ著明ナル禰蔓性雲騎ヲ認
ム、左肺ニモ肺尖部 ヨリ下部二至ル迄全領域
二弱キ小斑鮎多数二存在ス、右側肺 ノ側方ニ
ノ・一様ナル振汎性影像(肋 膜炎後)ヲ 認 ム

ll召和10年1月25日 一

"12年3月30日

(治 療 中)

勤 務 緩 行

1

B.入 院 患 者

第41例

男 、51歳 、 學 者

約25年 前肺尖「カタル」
二罹ル、近頃疲 レ易 ク

時 々血痕 ヲ出シ、登熟
ス、咳漱及喀疾アリ

囎格薄弱、榮養中等ナル中等大 ノ男子、右肺
下部 二水泡音 ヲ賂 ク、喀疾中結核菌陽性
v所 見:右 側肺尖部ヨリ鎖骨下部二五 リテ著

明ナル振汎性潤濁アリ、左側肺尖部モ混濁セ
リ、右側肺 ノ上方 ヨリ下方二五 リ全般的二大

小 ノ稚 く著明ナル斑鮎多数二散在ス、右側肺
門部著明二」テ共側方(下 葉尖端)二 空洞 ヲ認
ム、左側肺門部 ノ附近 ニモ大小 ノ斑鮎数多ア
リ、著明ナル右側横隔膜癒著

昭 和9年9月21日 一
"10年5月 落

月
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'0
.00001(3)0.00005(4)0.00001(1)

0.00005(3)0.0001(5)0.0002(1)0.001(3)
'0
.00001(1)0.0001(2)0.000001(1)

0.0001(2)0.0002(5)0.00002(4)

0.00003(4)0.000001(1)0.000002(2)

0.000001(3)0.000002(3)0.000003(2)

0.00001(5)0.OOOO2(5)0.00005(2)

0.0001(5)0.0002(4)0.0003(2)0.005(1)

0.01(2)0.02(3)0.03(20)0.01(1)

・0・02(1)0・03(23)0・0詳ll9回(、2
.3.27)

0.00005(5)0.0001(1)0.00005(7)
0.00001(2)0.000005(23)0,000001(1)
0.000005(2)

計41同

0.0001(2)0.0002(4)0.0005(4)0.001(4)

0.0001(2)0.0005(1)0.0001(2/0.0002(3)

0.0005(2)0.001(3)0.002(3)0.005(2)

計32同

0.000001(14)0.000002(4)0.000003(4)

0.000005(6)0.00001(2)0.00002(4)

0。00005(ユ)0.0001(2)0.0002(2)

0.0005(1)0.001(2)0.002(2)0.003(4)

0.01(2)0,02(4)0.03(13)0.02(2)

0,03(11)0.02(2)0.000005(1)0.02(1)

0。03(2)0.02(4)0.03(4)0.05(14)

計108同(12.3.27)

0.00001(1)0.00002(1)0.OOOOOIr2)

0.000002(3)0,000005(3)0.00001(3)

0.00002(3)0。00005(3)0.0001(2)

0・0002(3)0.000001(1)0.00001(1)

0.0002(30.0003(3)0.0005(1)0 .005(2)

0.01(2)0.000001(2)O.001(1)0.002(2)

0.003(2)0.004(2)0.005(1)0.01(2)

0.02(5)0.03(7)0.05(2)0.02(1)0.05(2)

0,00005(1)0.05(8)0.000001(1)

0.000002(1)0.01(2)

計79同(12.2.27)

次 第 二下 降 シ、,約2ケ

月後 ノ・最 高 大 凡 ソタ 方
36.5-36.。6Cト ナ リ、

其 後 モ 同檬 二ZF熱 トナ
ノレ

漸 次 二下 降 シ、1ク 月

牛 頃 ヨ リ 時 々37・4-
37.。5C乃 至38.℃ 位 二

登i熱ス ル ノ ミ トナ リ、

約 牛 ケ 年 後 頃 ヨ リタ 方
36.。7C位 ニ ジテ時 ト

シ テ37,。OC二 上 ル ノ

ミ トナ レ リ

約1ケ 月後 頃 ヨ リ最 高
3r.3-36.。4Cノ 規 則

正 シ キ趨 温 ヲ示 シ、 其

後 上 昇 セ ズ

漸 次 二下 降 シ、5ケ 月

後 ハ最 高 夕 方36.6-
36.。7Cノ 規 則 正 シキ

燈 温 ヲ示 セ リ

次第 二下降 シ、2ケ 月

後 頃 ヨ リタ 方36.。7C

位 ノ留 温 ヲ示 シ、 時 々
37.。OC二 上 ル ノ ミ ト

ナ レ リ、4ヶ月後 頃 ヨ リ

毎 日引 キ綾 キタ 方36.5
-36 ・。7Cノ 禮 温 ヲ示

シ、 爾 來ZF熱 持績 ス

46.200Kg(8.6.26)

45.500Kg(11。12.19)

45.750Kg(7.9.7)

44。500Kg(8.7.26)

約2ケ 月後頃 ヨリ引キ

績キ水泡音消失セリ

ハ
年

ト

ス
疾

ハ
側

セ

音
牛

ミ
失
喀

騎
右
少

泡
約

ノ
清
漱

。雲

、減

水

、
ク
然
咳

リ
ノ
リ
タ

ノ
シ
聴
脚全

、
セ
側

ナ

シ

藪
少

二

、ズ
少
左

ト
著

多
減
少

モ
ラ
減

:
胱

モ

ノ

ニ
僅

シ
至
少

見
鮎
黙

肺
次

ハ
リ

ニ
多
所
斑
斑

左
漸

後

ナ
ル

モ
レ
一大

ノ
リ

44.100Kg(8.4.5)
41.700Kg(9.11.25)

36.200Kg(9.2.19)
42.500Kg(12.2.27)
S.R.38mm(10.12.5)
10mm(11.12.5)
6mm(12.3.27)

41.200Kg(10.2.4)
42.400Kg(12.2.27)

水 泡 音 ノ・問 モ ナ ク消 失
セ リ

水泡音 ・・減少セリ
ーと所見:小 斑鮎清失シ
線索 ノ肺門部 二向フヲ
見ル

約1ケ 月 後 二 ・・水 泡 日
ヲ聴 取 セ ズ、 タ ・・風 邪
ノ後 二僅 二之 ヲ聴 ク ノ

ミ トナ リ、3-4ケ 月 後

ヨ リノ、全 ク清 失 セ リ。

一と所 見:右 側 二於 テ ノ・

肺 尖部 蛇 ビ ニ其 他 ノ領

域 二於 ケ ル 影 像 ノ・殆 ン
ド全 ク清 失 シ、 左 側 二

於 テ僅 二斑 黙 ノ痕 跡 ヲ
壽忽、ムノレノ ミ

0・000001(3)0.000002(2)0.000001(3)

O.000002(2)0.000005(2)0.00001(3)

0.0001(1)0.0002(1)0.0005(1)0 .001(1)0
.002(1、O.005(1)0.01(1)0.02(2)

0.03(2)0.04(2)0.05(3)

計31同

不規則二時々登熱セシ
が、漸次下降シ、入院後
5ケ 月頃 ヨリハ登熱ス
ル事ナク、規則正 シキ

弛張少 キ髄温 ヲ示 シ、
其後 モ引キ績キ上昇セ
ズ

45.900Kg(9 .9.28)
47Kg(9.11.11)
49.400Kg(10.3.24)
S.R35mm(9.12 .14)
22mm(10.3.10)

咳漱、喀疾次第二減少
シ、血疾ノ・ヤミ、水泡

音清失ス、
.と所見:右 側蛇 ビニ左

側肺 ノ斑黙減少 シ、或
ルモ ノノ・輪廓明瞭 トナ

ノレ
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,

髄格不良、痩七夕ル小ナル女子.右 側肺上部

第42側

女、25歳 、令嬢

2年 前血痕 アリ、 ソノ

頃 ヨリ微熱アリシガ、牛年
程前ヨリ38.。5C

位迄 ノ登熟、咳漱及喀
疾 アリ、食慾不振、痩削
ヌ

及中央部蛇 ビニ左側肺上部 白リ中央部二五 リ
テ多数 ノ水泡音 ヲ聴取ス、喀疾中結核菌多数、

上所見:左 肺 ノ上部 ヨリ中部 二至ル迄 ノ部分
ノ・…著明ナル雲騎 ヲ以テ充サ レ、殊二中部 二於

テ高度 ニシテ(氣管枝肺炎性浸潤)、 共中二空

洞 ト思ノ・ル ・所 アリ、右肺 ニモ亦全領域 二:亙
り無数ノ著明ナル小斑黙密集 シテ存在 シ殊 二

昭和8年10月
"12年3月

上方二於 テ稠密ナ リ

第43例 髄格不良ナル痩七夕ル小ナル女子、両側肺尖
部二水泡音 ヲ聴 ク 昭和8年11月

2年 程前ヨリ微熱(最 上二所見:右 腕 ノ全領域二弱キ小斑黙散在 シ、 ,,10年1月

高37.2-37.。7C)ア リ、且左肺 ノ各所 ニモ稚 く強キ小斑鮎 アリ、右側

胸痛及咳漱アリ 肺門部 ノ影像著明ナリ、右側肺尖部及 ビ左側其後現在二至
肺尖部 ヨリ鎖骨下部二五 リテ弱キ振汎性潤濁 ニテ治療

女 、23歳 、 令 嬢 ヲ認 ム

:第44例

男 、23歳 、 畢 生

約4月 前 ヨ リ最 高37.。3

Cノ 微 熱 ア リ

髄格榮養共 二不良ナル中等大 ノ男子、右側後
下部呼吸音弱
一と所見:両 側肺 ノ各所 二弱キ小斑黙散在 シ、
殊二下部二多シ、左側肺尖部ノ・潤濁セ リ、右
側横隔膜癒著

昭和8年11月
"9年1月

"6月

其後11年7月
來、10年4月練
行

髄格薄弱、痩七夕ル大ナル男子、両側肺尖部
第45例 二時々水泡音 ヲ聴ク、南側後下部二摩擦音 ア

1ケ 月程前 ヨリ左側胸 リ 昭和10年1月
刺痛ア リ燈温最高37.0 上 所 見(10.3.27):両 側 肺 ノ各 所(殊 二右 肺 ノ ,,11月
一37.。2C 中央部)二 数多 ノ小斑貼 ヲ認 ム、両側肺上部 白

男、18歳 、 學 生 リ数多 ノ線索肺門部二向フ、右側肺門部 ノ影

像著明ナリ、両側肺尖部(殊 二左側)ノ・潤濁ス

第46例 3年前二肋膜炎二罹ル、 昭和7年8月
2週 間前 ヨリ微熱(最 髄格榮養共二中等ナノレ中等大 ノ女子、右側後 "8月

高37.。9C)ア ル ニ氣 ヅ上部二水泡音 ヲ穂 〃 其後8年1月
女 、22歳 、 令 嬢 キ タ リ 來

(治療 中〉

退 院 、

9年1月12日 入 院

6月19日 退院.

11月5日

約10ケ 且

8月30日 退院
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0.000001(54)0.000002(5)0.000003(4)

0.000005(2)0.00001(3)0♂00002(2)

0.00003(2)0.00005(2)0.0001(4)

0.0002(1)0.0003(2)0.0005(2)0.001(2)

0.002(2)0.003(2)0.005(2)0.01(3)

0.02(3)0.03(3)0.04(6)0.05(5)

0.000001(1)0.00001(1)0.01(1)0.02(1)

0.03(1)0.04〈4)0.05(57)

言†1771司(12.3.29)

0.00001(3)0.000001(5)0.00002(1)

0.000001(3)0.000002で8)0.000003(9)

0.000005(2)0。00001(2'0.00002(2)

0.00003(3)0.00005(2)0.0001(5)

0,0002(4)0.0003(3)0.0005(2)0.001(2)

0.000001(1)0.0001(1)0.001(1)0.002(1)

0.003(1)0.002(1)0.003(1)0.001(2)

0.002(7)0.0001(1)0.002(1)0.003(1)

0.0001(2)0.001(1)0.002(2)0.003(2)

0.005(2)0.OO1(1)0.002(2)0.003(2)

0.005(2)0.01(2)0.02(4)0.03(3)

0.0003(2)0.0005(2)0.001(2)0.002(1)

0.003(2)0。005(2)0.01(2)0.02(2)

0.03(3)0.04(2)0.05(1)0.000001(1)

0.01(2)0.02(1)0.03(2)0.04(5)

0.0001(1)0.01(1)0.03(2)0.04(3)

0・05(2)計141同(12.3 .3)

0.0001(1)0.00001(3)0.00002(2)

0.OOOOOI(3)0.000005(2)0.00001(2)

0.00002(2)0。00005(1)0.00001(1)

0・00002(1)0.00001(1)0.000001(4)

0.000002(1)0.000005な2)0.00001(5)

0.00002(1)0.00005(1)0.001(1)0.002(2)

0.005(1)0.01(2)0.02(3)0.03(5)0.04(2)

0.05(2)0.03(1)0.05(3)0.04(1)0.02(1)

0.03(1)0.000001(1)0.001(1)0.00001(1)

0.001(1)0.01(1)0.02(2)0.000001(1)

計66同

0.000001(1)0。000002(1)0.000005(1)

0・00001(2)0・OOOO2(3)0.00003(2)

0.00005(2)0.0001(3)0.0002(1)

0.0003(2)0.0005(2)0.001(2)0 .002(3)0
.003(2)0.005(3)0.01(3)0.02(4)

計37同

8二譲llll611113)o・oo3(2)o・oo5(3)

計21同

次 第 二下 熱 ジ、 入 院 後
5ケ 月頃 ヨ リ最 高37.。O

Cト ナ リ、1ケ 年 頃 ヨ
リ最 高36.。7C位bナ

リ、2年 後 頃 ヨ リ引 キ

綴 キ規 則 正 ジ キ正 常髄

温 ヲ示 ス ニ至 レ リ

入 院 後 牛 年 頃 ヨ リタ 方
37.。OC以 上 二上 昇 ス

ル事 ナ 〃、 最 高36.。8C

ヲ示 シ、 月経 前 ニノ・多

少 上昇 ノ傾 向 ア リ、 夫
ヨ リ籔 ケ 月後 ニ ノ・月経

前 ニ モZF温 ヲ示 ス ニ至
レ リ、 其 後 引績 キ上 昇

ス ル 事 ナ シ

入院 後3ケ 月頃 ヨ リ

引 キ績 キタ 方36.5-
36.。6Cト ナ リ、其 後 モ

引 キ績 キ規 則 正 シ キ饅

温 ヲ示 セ リ

治 療 開始 後 間 モ ナ ク正

常 髄 温 ト ナ リ、 最 高
36・L7Cヲ 示 セ リ、数 ケ月後
ニ ノ・最 高36.5-

36・。6Cト ナ リ、引 キ績

キ規 則 正 シキ髄 温 ヲ示
セ リ

入院後2週 間頃 ヨリタ
方36・ 。6Cト ナ リ、共
後モ引キ績キ弛張少ナ
キ髄温 ヲ示セ リ

36.250Kg(8.9.26)

44Kg(9.8.15)

52.700Kg(10.7.17)

60Kg(11.7.1、

59.600Kg(12.3.6)

S.R.140mm(8.12.23)
120mm(9.1.23)
60mm(9.6.22)
10mm(10.5.26)
4mm(11.4.19)

42.901':Kg(9.1.9)
43.600Kg(9.8.3)
45.100Kg(9.9.28)
S.R.4mm(8.11.12)
2mm(9.7.25)

52.300Kg(9.1,12)

61Kg(9。6.18)

60・600Kg(11.6.18)

43・400Kg(10.5.9)

45.800Kg(10.10.26)

S.R.35mm(10.5.26)
20mm(10.10.26)

42.300Kg(7.8.13)
46.800Kg(7.12.24)
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1㎎0 額 田・龍・吉井=肺 結核 二微量 ノ特種異種細菌 ヲ応用シタル最近 ノ臨殊的経験例報告 【第15港

㌦

第47側

女、24歳 、令嬢

4ケ 月前 ヨ リ咳 漱 、 喀

疾 激 ンク微 熱(37.0-
37.。2C)ア リ

髄格、榮養共二不良ナノレ大ナル女子、右肺上
部及下部並ビニ左肺中央 ヨリ下部 二多数 ノ水

泡音 ヲ聡 ク、喀疾中結核菌陽性
上折 見:左 肺 ノ上部 ヨリ中部 二五 リテ不規則
ナル大小 ノ斑貼癒合性二密集シテ存在ジ、鎖

骨下部二於テ最モ著明ナ リ、肺尖部 モ斑瓢ニ
テ充タサル、右肺 二於テノ・肺尖部 ヨリ下方二

至ル迄全領域 二五 リテ弱キ多数 ノ小班鮎存在
ス、左右横隔膜 ノ軽度ノ撞著

昭和10年6月10日 一
"11年5月13日 退院

其後外來12年3月30日(
治療 中)

1:

第48例

男、16歳 、畢生

昨 年 頃 ヨ リ貧 血 トナ リ

胃腸 障 碍 ヲ曼 工、 微 熱

(37.1-37.。2C)ア リ、
近 來 痩 削 ス

盟格榮養共二不良ナル中等大 ノ少年、南側肺
上部 二前後面 ヨリ水泡音ヲ聴 ク

昭 和7年10月4日 一一
"8年3月3日

5ケ 月

第49側

女、19歳 、令嬢

約1ケ 月 前 司 リ微 熱

(夕 方37.2-37.。3C)

ア リ
、

盟格榮養共二中等ナル大ナル女子

上所見:右 側肺尖部 ヨリ鎖骨下ノ側方二:亙り
テ弱キ振汎性ノ潤濁 アリ、左側肺尖部 モ振汎

性二男キ雲窮 ヲ認 ム、此他南側肺 ノ各所二弱
キ小斑鮎散在 シ、殊二肺門部附近 ノモ ノノ・強
キ小斑黒占ヲナス

昭和8年3月29日 一
"7月10日 外来

昭和9年2月9日 入院

1其後18隼胡 娼 蕪
來

第50例

男、15歳 、 畢 生

8歳 ノ時 肺 炎 二罹 ル 、

約1ケ 月 前 ヨ リ 最 高
37.2-37.。3Cノ 微 熱

ア リ。 父 ・・肺 結 核 ニ テ

死 亡 セ リ

髄格榮養共二不良ナル大ナル少年

上所見:右 側肺 ノ各所二多数 ノ弱キ小斑鮎散
在 シ、左側ニモ多少存在ス、両側、殊二左側)
肺尖部二潤濁ヲ認ム、両側肺門部 ノ影像著明
ナ リ

ll召和8年11月23日 一

"9年3月1日 退院

其 後10年7月27日 進 外
來

[

昭 和9年 第1例(a)

昭 和11年 第2例(a)



第9號 】 額田.龍嗜 井=肺 結核畠微量ノ特種異種細菌ヲ慮用ジタ〃最近ノ臨鉢的経験例報告
1021

0.000001(3)0.000002(3)0.000003(2)

0.000005(2)0.00001(2)0.00002(2)

0.00003(2)0.00004(3)0.00005(2)

0.0001(1)0.0002(1)0.0003(2)0・0004(2)

0.0005(2)0.001(1)0.002(2)().003(2)

0.004(2)0.005(2)0.01(2)0.02(2)

0.03(2)0.05(26)0.01(1)0・05(1)0・01(1)

0.05(7)0.01(1)0.05(7)0。000001(1)

0.05(1)

計90同(12.3.31)

0.0001(3)0.0002(2)0.00005(1)

0.0001(4)0.0002(4)0.0003(2)

計16同

0.0001(5)0.00001(3)0.0001(1)
0.00001(2)0.0001(2)0.00001(2)
0.000001(10)0.000002(4)0.000003(1)
0.000005(1)0.00001(1)0.00002(3)
0.00003(2)0.00005(3)0.0001(8)
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0.01(3)0.02(1)0,000001(1)0.0001(1)

0,01(1)計102同
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0.00001(2)計69同

入 院 後1ク 月 頃 ヨ リ最

高 夕 方36.7-36.。9C,

時 々37.。OC二 達 スノv
ノ ミ トナ リ、 伺次 第 二

下 降 ン、4ケ 月 後 ヨ リ朝
36.。OC夕 方36.5--

36.。6Cニ シ テ、其 後 モ

引 キ績 キ 弛張 少 キ定型"

的 ノ髄 温 ヲ示 セ リ

入 院 後1ク 月 牛 頃 ヨ リ

最 高36.。8C位bナ リ、

其 後 盆iく良 好 ニ シテ最

高36.5-36.。6C/ZF熱
ヲ示 ヅ、 引 キ績 キ同

檬 ナ リ
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干
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頃
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ヲ

キ
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ナ
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熱
績

入 院 後2ケ 月頃 ヨ リ最

高36.6-36.。8Cト ナ
リ其 後 モ 引 キ績 キ同檬

準熱 ナ リ

43Kg(10。7.19、

50.300Kg(11.5.13)

S。R.62mm(10.8.1)

35mm(10.10.13)
32mm(11.2.22)
12mm(11.4.20)

40.500Kg(7.10.7)
45.900Kg(7.12.28)

46.800Kg(9.2.11)
53.400Kg(9.11.12)

37,350Kg(8.11,24/
41.050Kg(9.1.22)
43.200Kg(9.3.5)
46.800Kg(10.7.22)

多数二聴取 セシ水泡音
ノ・次第二減少シ、約9ケ

月後 ヨリノ、引キ績キ全
然聰取セザルニ至ル、咳漱
喀疾減少シ、盤重墳
加著 シク元氣恢復セ リ
」ヒ所見:左 肺 ノ影像著
シク限局シ、右肺 ノ斑

鮎モ亦大部分消失シ、
線索ノ肺門部二向ヘル
ヲ認 ム

上所見:肺 尖部 ノ潤濁
殆 ソド消失ン、共他 ノ
部 ノ影像モ殆 ソド認メ
ザルニ至 レリ

y所 見:斑 鮎i著シク減
少 シ、肺門部 ノ影像限
局ス

別 和10年 第1例(b)
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1022額 田・龍・吉井=肺 結核二微量ノ特種異種細菌 ヲ慮用シタ〃最近 ノ臨腺的経験例報告 【第151巻

昭 和11年 第3例(a)

昭 和11年 第4例(a)

昭 和11年 第5例(a)

昭 和11年 第6例(a)

昭 和11年 第7例(a)



1023
額 田・龍・吉井=肺 結核二微量ノ特種異種細菌 ヲ庶用シタル最近 ノ臨林的経験例報告第9號 】

第3例(b)昭 和11年

第4例(b)昭 和11年

第5例(b)ll召 禾012年

第6例(b)昭 和12年

第7例(b)昭 和12年
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10E24額 田・龍・吉井=肺 結核a微 量ノ特極異種細菌 ヲ慮用 シタル・最近 ノ臨躰的経験例報告 【第15巻

昭 和7年 第8例(a)

昭 和8年 第9例(a)

昭 和7年 第10例(a)

昭 和7年 第11例(a)

昭 和11年 第12例(a)



1025額 田・龍・吉井=肺 結核二微量 ノ特種異種細菌 ヲ慮用ジタル最近 ノ臨林的経験例報告第9號 】

昭 和7年 第8例(b)^,
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第9例(b)昭 和9年

第10筆 列(b)昭 和7年

第11例(b)昭 和7年

第12例(b)

 

年11和召



1026額 田・龍・吉井=肺 結核 二微量 ノ特種異種細菌ヲ慮用シタル最近 ノ臨林的経験例報告 【第15巻

昭 和8年 第13例(a)

昭 和7年 第14例(a)

昭 和9年 第15例(a)

昭 和7年 第16例(a)

昭 和7年 第17例(a)



第9號 】 額田・龍・吉井=肺 結核二微量 ノ特種異種細菌ヲ慮用 シタル最近 ノ臨抹的経験例報告

昭 和9年 第13例(b)

昭 和7年 第14佃1(b)
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」

昭 和9年 第15傾 重(b)

昭 和8年

昭 和7年

第16{列(b)

第17{列(b)

1027



ユ0認 額田・龍・吉井=肺 結核二微量 ノ特種異種細菌 ヲ慮用 シタル最近 ノ臨休的経験例報告 【第15巻

昭 和8年 第18例(a)

昭 和10年 第19例(a)

昭 和11年 第20例(a)

昭 和7年 第21例(a)

ll召 禾011年 第22例(a)



額田.龍・吉井=肺 結核二微量 ノ特種異種細菌ヲ慮用 シタル最近 ノ臨殊的経験例報告第9號 】

第18f列(b)

 

年8和昭

第19例(b)昭 和11年

第20例(b)昭 和11年

第21例(b)昭 和7年

第22{列(b)1昭 禾011年



1030 額 田・龍・吉井==肺 結核二微量 ノ特種異種細菌 ヲ慮用シタル最近 ノ臨沐的経験例報告 【第15巻

昭 和9年 第23例(a)

昭 和11年 第24例(a)

昭 和10年 第25例(a)

昭 和9年 第26例(a)

昭 和11年 第27例(a)



第9號 】 細.龍 ・耕 嚇 撒 轍 量ノ樋 異樹 田菌ヲ鯛 シ殿 髄 ノ麟 的顯 例轄1031

昭 和9年

昭 禾011年

第23{列(b)

第24イ 列(b)

昭 和11年 第25{列(b)

1昭 和9年 第261列(b)

1昭 和11年 第27伽 囁(b)



1032 額 田・龍・吉井鴛肺結核二微量 ノ特種異種糾菌ヲ磨用 シタル最近 ノ臨躰的経験例報告 【第15巻

昭 和10年 第28例(a)
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昭 和9年 第291列(a)

昭 和9年 第30例(a)

昭 和9年 第31例(a)

昭 和9年 第32例(a)



第9號 】 額田・龍・吉井=肺 結核二微量 ノ特種異種細菌 ヲ慮用 シタル最近 ノ臨沐的経験例報告

昭 和10年 第28例(b)

昭 和10年 第29佃1(b)
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昭 和10年 第30例(b)

昭 和10年 第31例(b)

昭 和9年 第32・ 例曝(b)
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昭 和9年 第33例(a)撃 ・・

昭 和7年 第34例(a)

昭 和10年 第35{列(a)

昭 和8年 第36例(a)

昭 和7年 第37例(a)
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昭 和9年 第33例(b)

昭 和8年 第34例(b)

昭 和10年 第35{列(b)

昭 和8年

昭 和8年

第36例(b)

第37例(b)
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昭 和10年 第40例(a)

昭 和9年 第41例(a)

'昭 和8年
第42例(a)
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第38例(b)

 

年8和昭

第394列(b)昭 和9年

第401列(b)昭 和10年

第41噛 列(b)昭 和10年

第42例(b)昭 和10年
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昭 和8年 第44例(a)

昭 和10年 第45例(a)
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昭 和10年 第47癌 列(a)
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昭 和9年 第44例(b)

昭 和10年 第45例(b)

昭 和7年 第46例(b)

昭 和11年 第47例(b)
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